


⑧ 
総
合
的
な
健
康
づ
く
D
の
追
京

決
は
じ
め
に

「
働く
だ
け
が
人
生
か」 、
「人
は
人

が好
きである」
テレビ
のコマ
ーシャ

ル
も
仲々
ユ
ニ
ー

ク
な
乙
と
を
言
う
時

代と
なっ
た。

最
近 、
ス
ーパ
ー

レ
ディ
の
異
名を

も
らっ
た
四
十八
才の
落
第マ
マ
は、

乙
の
良き
時
代
を迎えた乙と
を
喜び 、

大
いに
活
用させ
て
も
らっ
て
いる
の

で
す
が。
(
あ
ら
l 、

失
礼ぞ
いた
し

ま
し
た。
マ
マ
で
は
な
かっ
た
わ。
実

は、
二
才の
孫
娘と一
日お
き
に
電
話

、凋咽SV
で
や
りと
りし
て
い
るメ
ロメ
ロ
パl

a製硝
チャ
ン
で
し
た。)

松
前町

黒
田

美
勢
子

黒由美勢子さん

冒
頭に
も
あ
る
よ
う
に、
世
は正
に

余暇
時
代へ
と
突入
し
ま
し
た。
高
度

経
済
成
長
時
代
の
学
歴
時
代に
対比
す

る楽
歴
時
代
(
生
活の
すべ
て
は楽
し

む
為に
あ
る)
を
参
考
ま
で
に紹
介し

ま
す。て

楽
し
め
る
うち
に楽
し
まん

と
年
取っ
て
か
ら
で
は
ダメ。

二 、
自
ら
楽
しん
だ
こ
と
の
な
い

人
生
に、
自ら
創
造
す
るこ
と

は
で
き
な
い。

三 、
周
りの

人
が
う
ら
やむほ
ど

の
ライ
フ
ス
タ
イ
ル
を
身に
つ

け
よ
う。

四 、
素
晴ら
し
い
人
生を
歩
ん
で

い
るモ
デ
ル
に
な
ろ
う。

こ
の
四
つは、
レ
ク
リェ
ー

ショ
ン

指
導
者と
し
て、
余
暇
時
代の
生
き
方

を
説
明
しな
がら
実
践し
て
いる
分
野

で
あ
り
ま
す。

一方、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者と
し
て
の

分
野で
は、
「
健康は
与
え
ら
れ
る
も

の
で
な
くて、
自
分
が
つ
く
り
出
し
て

い
く
も
の」
を
揚
げ 、
ス
ポ
ー

ツ
を
如

伺に
楽
し
む
か、
ど
の
よ
う
に
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
仲
間
や
地
域と
の
ふ
れ
あ

い
を
深め
て
い
く
か、
如
何に
健康
な

生
活
を
継
続し
て
い
く
の
か
等
を
テ
ー

マ
に、
歩
んだ
足
跡
をひ
もと
き
な
が

ら、
「
生涯ス
ポ
ー

ツ」
へ
の
提
言と

総
合
的な
健
康 。つく
りの

追
求を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す。
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* 
スポーツの効果

て
糖の
代
謝
が
改
善さ
れ、
血
液
中

の
糖
分
が下
がる
乙と
に
よ
る
糖尿

病の
予
防。

二 、
脂
肪
代
謝が
改
善さ
れ、
血
液
中

のコ
レ
ス
テ
ロ
ー

ルと
か、
中性
脂

肪など
の
減
少
に
よ
る
動
脈
硬
化の

予
防。

三 、
心
臓
や
肺の
働
き
が
高
ま
り 、

体

の
隅々
ま
で
血
液
が行
き
わた
る
よ

うに
な
り 、
全
身
的に
新
陳
代
謝が

促
進さ
れ
る。

四 、
諸器
官の
機
能
が
活発
にな
り 、

全
身
的な
持
久
力
が
高
まる。

五 、
筋
力
が
高
ま
る。

こ
の
よ
う
に、
ス
ポ
ー

ツ
に
は
身
体

的に
驚くほ
ど
の
効
果 、が
あ
る。
六
十

代になっ
て
も、
ト
レ
ーニ

ン
グ次
第

では
筋
肉を
つ
け
る
こ
と
も
可
能だと

言うこと
で
す。

ただ
し
女
性の
場
合
は、
早め
に
老

化
が始ま
るの
で、
と
に
か
く
若い
う

ちに
筋
力アッ
プ
を
す
る
必
要有
りと

のこ
と。
乙の
他、

精神
的な
面では、



ス
カッ
と
き
わやか
ス
ト
レ
ス
解
消。

ス
ポー
ツの
あ
と
は、
仲
間と
お
い
し

い
物を
食べ
た
り 、
家
族
同
志の
交
流

に
も発
展し
て
い
くな
ど 、
そ
の
輪は

拡
大し
て
い
く。
ま
た、
地
域
行
事や

大
会など
に
な
ると 、
ス
ポ
ー

ツ
経
験

者は
積
極
的に
参加
協
力し、
し
か
も

リ
ー

ダー
シッ
プ
を
発
揮し
な
が
ら、

地
域の
人
達
も
巻き
こ
ん
で
地
域お
乙

し、
町“つく
りの
中
心
的
存
在
になっ

て
いる乙
と
等 、
健
康
的な
明
るさ
の

な
せ
る
所
以
で
は
な
い
で
しょ
うか。

女
十一
年目の幸せ

。
昭
和四
十三
年、
婦
人
会バ
レー
と

の
出
会い(
久万
町で)

。
阻
和四
十七
年、
夫
の
転
勤で
松
前

町民
帰
り 、
ひ
ま
わ
りクラ
ブ
結
成

。
悶
和四
十
九
年、
日
本バ
レー
ボ
ー

ル
協
会B
級に3
名
合
格

。
昭
和五
十四
年、
日
本体
育
協
会公

認ス
ポ
ー

ツ
指
導
員

。
間
和五
十六
年、
県
家
婦
連
盟に
レ

ク
リェ
ー

ショ
ン
委
員
会
増
設 、
レ

クバ
レ
!

の
普及
始
ま
る(
レ
ク
委

員
長)

。
平成
元年、
愛
媛県レ
ク
パレ
l

協

議
会
設立
(
副
会
長)

。
平
成三
年、
日
本レ
ク
協
会
公
認
一

級
指
導
者
に
合
格

誌
面の
都
合で、
フ
ルスピ
ー
ド

で

歩
ん
だ
足
跡
を
た
どっ
て
来た
の
で
す

が、
「
い
つ
で
も、
ど
乙
で
も、
だ
れ

で
も」
が
やれ
るレ
ク
パレl
は、
大

ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た。

第
十一
回
大
会は、
今年
の七
月七

日、
三
百チ
ーム

以
上
もの
参
加
が
あ

り 、
東・
中・
南予で
同日に
開
催し

ま
し
た
が、
盛
会
裡に
終
了し
た
の
で

す。
「私
達の
組
織は、
私
達の
手で」

を
合
言葉
に
し
て、
ま
ず
審判
員から

育
て
る
な
ど 、
着
実に
役
員もふ
や
し

て
居り
ま
す。

乙
の
レ
クバ
レ
l

普及の
段
階で、

高
齢
者へ
の
課
題
が
残っ
て
い
た
の
で

す
が、
四
年
前
か
ら
実
行
し
て
い
る

「
ワンバ
ウン
ド

パレ
l」

が
好
評で、

「
生涯
ス
ポ
ー

ツ」
と
し
て
定
着
し
て

き
ま
し
た。
寸たれ
も
が
生涯
を
通じ

て、
ま
た
生
涯
の
あ
ら
ゆる
段
階で
ス

ポ
ー

ツ
を楽
しむ」
乙と
ができる上、

汗
を
か
き
な
が
ら、
プレー
を楽
しみ、

仲
間と
の
交
流
やふ
れ
あ
いの
あ
る
新

し
いス
ポ
ー

ツ
で
ある
「ワン
パウン

ドバ
レ
ーボ
ー

ル」
を
お
勧め
し
た
い

と
思
い
ま
す。

女
お
わ
り
に

ワンバ
ウン
ドバ
レ
ー

に
皆
勤の
人

か
ら
「と
に
か
く
楽
し
い、
冬で
も
汗

を
か
け
るほ
ど
動
け
る
し
体
調
も
よ
く

なっ
た。」
「
正
月
も
休み
た
く
な
い。」

「
週二
固
に
して
ほ
し
い
よと
色々
要

望
があ
り
ま
す
が、
施
設の
九
割は
レ

ク
パ
レ
l

で
つ
ぶれ
て
いる
の
で

、近

い
将来
出
来る
予
定の
総
合
運
動
公園

に
期
待し
て
い
ま
す。
当
町
で
は、
東

レ
の
関
係で
昔
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
熱
も
盛

ん
で、
優
秀な
チlム
も多
いのです。

今年
は、
愛
媛
県
を
代
表
し
て
全
国大

会に
出
場のマ
マ
さ
ん
パ
レ
l

チ
lム

もあ
り 、

盛
り上
がっ
てい
ます。
ニュ

ー
ス
ポ
l

ツ
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
いる

が、
施
設
面
が
伴い
ま
せ
ん。

東
奔西
走
し
て
い
ると 、
広
い三
面

コ
l
卜と 、

ス
ポ
ー

ツ
指
導
者も配
置

さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
体
育
館と
プ
l

ル

も
併設
の
運
動
公園
に
出
合
い
ま
す。

我
が町
も
きっ
と
こ
の
よ
う
に
な
る
に

違
いな
いと
思
い
ま
す。
ワンバ
ウン

ド
パレ
l

の
県大
会は、
是
非 、
松
前

町
で
開
催し
た
い
も
ので
す。

実に
欲
張
りの

私
は、
レ
ク
パレ
!

の
技術や

審判指導の
他に、
インディ

ア
カ
や
社
交
ダン
ス、
し
あ
わせ
体
操

(
指
圧)
等
も
指
導し
て
い
ま
す
が、

乙
れか
ら
の
課題は、
スポ
ー

ツ
やレ

ク
リェ
ー

ショ
ン
を
楽
しむ
人達
を
増

や
し、
み
んな
の
健
康
を
高め
て
い
く

乙
と
と
考
え
て
い
ま
す。
今、
問題
視

さ
れ
て
いる
医
療
保
険の
赤字
解
消も

図
れるな
ど
の
「
総
合
的な
健
康づ
く

り
の
追
求」
を
続け
な
が
ら、
年
を重

ね
て
も、
ス
ポ
ー

ツ
の
欲
求に
応じ
ら

れ
る、
スポ
ー

ツの
出
来
る、
そん
な

ひ
ま
わ
りの

町
に
し
て
い
き
た
い
もの

で
す。

しあわせ体操(指圧)
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⑧ ⑮ 
み
ん
な
の
笑
顔
を
み
た
い
か
ら

渡部浩忠さん

大

み
ん
な
を
元
気
に
し
て
や
ろ
う

「
元
気・
勇
気・
や
る
気・
根
気」

が
私
のモッ
ト
ー

で
あ
る。
特に
元
気

の
み
が
私
の
取
り

柄で
も
ある。

こ
ん
な
私
が
『
健
康』
と
言
うこ
と

を
真
剣に
考
え
だ
し
た
の
は
六
年
前か

ら
であ
る。
菊
間町
農
協に勤
務
す
る

私
は、
その
時、
総
務
部組
合
員
係に

異動
し
て、
イベ
ン
ト

企
画 、
広
報
活

動、
婦
人
部
活
動、
相
談
活動
など
の

仕
事に
就
い
た。
私
は、
乙
の
色
々
な

事
業
活動
を
進め
て
行
く
上で、
私
な

りの
テ
lマ

を
持っ
た。
そ
のテ
lマ

と
は、
「
私
の
元
気で、
組
合
員
や
地

域の
人々
を
活
気づけ
て、
元
気で
笑

菊
間町
農
協

渡
部

治忠

い
の
絶え
な
い
町民
し
て
や
ろ
う」
で

あっ
た。「
み
ん
な
の
笑
顔」
乙
れ
は

す
な
わ
ち
「み
ん
な
が
健
康
で
あ
る」

と
い
うこ
と
だ
か
ら・・・ 。

*
大
分
県
大
山
町
に
学
ぶ

私
が、
「み
んな
の
笑
顔」
を
テ
ー

マ
に
す
る
の
に
も
一つの
動
機
があっ

た。そ
れ
は、
大
分
県の
大
山
町
で
学
ん

だ
乙
と
で
あ
る。
乙の
町
は、
誰
も
が

一
度は
耳に
した乙と
があると
思
う。

「
梅
栗
植え
てハ
ワ
イ
へ
行
乙
う」
で

有
名な
あの
大
山町
であ
る。
私
は、

大
山町
を
訪
ねてピッ
ク
リ
し
た。
住

民
が、
常
に
「
挑
戦」
と
い
うこ
文
字

を
頭に
置き、
実
際に
物事
にチャ
レ

ン
ジ
し
て
いる
の
で
あ
る。
私
の
住む

菊
間
町
よ
り人
口
も
少な
く、
山に
固

ま
れ
たと
く
普
通の農
村
地
帯の
大
山

町
が、
なぜ
こ
ん
な
に
も
活
力が
あ
る

の
か、
と
不
思
議
に思っ
た。
確かに、

に
茄
子
を
使うなど 、
競
技に
使
う
も

の
すべ
て農
産
物 、
農器具で
行っ
た。

評
判
も
良く、
と
に
か
く
笑い
声の
絶

え
な
い
に
ぎ
やかな
大
会で
あっ
た。

又 、
年
に一
度の

農讐まつりでは、

「
百八
十メ
ー
ト

ル
巻
寿
司」
や
直
径

三メ
ー
ト

ルの
「七
百五
十
人
前ジャ

ン
ボ
お
好み
焼」
を
焼くなど
の
話題

性で
ま
つ
り
を盛
り

上げ
て
いる。

立
派な
リ
ー

ダー
に
寄ると
乙
ろ
大
か

も
し
れな
い。
し
か
し、
私は
こ
の
町

に行っ
た
時の
印
象が忘れられなかっ

た。
出
会う
人
誰
も
が明る
く、
自
信

に
満
ちあ
ふ
れ
た
表
情をし
て
い
た。

私
は
その
時、
乙
の
町の
活
力の
根元

は
「
乙
れ
だ 、
乙
の
いい笑
顔なんだ」

と
思っ
た。
そ
れ
と
同
時に
「
大
山
町

に
は
負
け
れ
ん
ぞ」
そん
な
気
持
ち
に

も
させ
ら
れ
て
い
た。

女
心
と
身
体
の
健
康

そ
乙で、
ま
ず
私
が
取
り
組ん
だ
の

が
イベ
ン
ト

活
動
で
あ
る。
イベ
ン
ト

に
よ
る
地
域の

活
性
化
を
狙っ

た
ので
あ
る。

「
組
合
員ふ

れ
あ
い
大
運
動

会」
と
銘
打っ

て
運
動
会
を
実

施し
た。
一
般

に
あ
る
運
動
会

と
は
か
な
り
違

っ
て
いて、
ボ

ー
ル
の
代
り
に

夏み
か
ん、リ

レ
!

のバ
ト
ン
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色々
な
イベ
ン
ト
を通じ、
参
加
者

か
ら
は
「
楽
し
かっ
た」
「お
も
し
ろ

かっ
た」
の
声に
混じっ
て
「
来
年は

こ
う
し
て
み
た
ら」
と
か
「
次
に
はこ

ん
な
の
を
企
画
し
て
み
ては」
な
ど
の

積
極
的な
意
見
が
出るよ
うに
なっ
て

き
た。そん

な
声
を
反
映し
てス
ター
ト
し

たイベ
ン
ト
に「お
いでやフェ
スティ

バ
ル」
が
あ
る。
こ
れは
婦人
と
子
供

の
集
い
と
し
て、
毎年
夏
休み
に
開
い

て
い
る。
運
動
会やレ
ク
リェ
ー

ショ

ン
ゲ
lム

な
ど
の
遊び
部
分だ
け
で
な

く、
食品
添
加
物
実
験など
も
親
子で

行
い、
非
常に
健
康
的なイベ
ン
ト
と

なっ
て
い
る。

こ
こ
数年、
色々
な
イベ
ン
ト
を
企

画し
て
みて、
「
イベ
ン
ト

は、
心
の

健
慶と
身
体の
健
康 、
両
方
が
備
わっ

て
ない
と
成
功し
な
い」
と、
つ
く
づ

く
思っ
た。

貧

農
業
加
工
場
オ
ー

プ
ン

健
康を
考
えて
行く
上
で
最
も
大
切

な
乙
と
は、
規
則正
し
い
食生
活で
あ

る。
現
在、
生
協や
農
協で
取
り

組ま

れ
て
い
る
共
同
購入
活
動
に
代
表さ
れ

る
よ
うに、
全
国
各
地
で
新
鮮で
安
全

な
食品が
追い
求めら
れ
るよ
うになっ

て
き
た。

乙
の
安全な
食
品ブ
lム

の
先
障を

きっ
て、
昭
和六
十一
年
九
月 、
菊
間

町
農
協に
「
農
産
加工
場」
が
オ
ー

プ

ン
し
た。
農
協婦
人
部
員の
長
年
の
夢

で
も
あっ
た
乙
の
加工
場
は、
加工
食

品
の
販
売
が
目
的で
は
な
く、
加工
グ

ルー
プ
員相互の自
給が目
的で
ある。

町
内
産の
米 、
麦 、
大
豆
を
原
料
と
し

て
造っ
た
味
噌。
天
然の
に
が
り
を
使

用
し
て
造る
豆
腐。
そ
れ
に
み
か
んの

ピ
ン
詰め、
竹
の
子のビ
ン
詰
め、
山

菜のピ
ン
詰め・
::
e
t
c 。
ど
れ
も

乙
れ
も
原
料は
すべ
て
地
元で
取
れ
た

も
の
ば
か
り。

地
域
の
農
業
や
風
土
に

密
着し
た
加工
場
と
なっ
て
い
る。

今
ま
で
は、
あ
ま
り一

般
販
売さ
れ

て
い
な
かっ
た
が、
今
後
は
少し
規
模

を
拡
大
し、
一
般へ
も
販
売
す
る
予
定

で
あ
る。

ある
本に乙
んなこ
と
が書いであっ

た。
「
人
聞
は
子
供の
時
に
味
わっ
た

お
袋の
味を一
生
忘
れ
な
い己
今、こ

の
加工
場を
毎
日
の
よ
う
に
使っ
て、

お
袋の
味を
加工
グ
ル
ー

プ
員
が
造っ

て
い
る。
「
風
土
に
合っ
た
食生
活で

健
康を・::」
こ
れ
が
加工
グルー
プ

員の
合言葉
に
も
なっ
て
い
る。

-R
今 、

新
た
な
感
動
を
求
め
て

昨
今、
全
国
各
地
で
村お
乙
し、
町

お
乙
しイベ
ン
ト

が
氾
濫し
て
い
る。

農
協にお
い
て
も、
営農
活動
だ
け
で

な
く
生
活
活動
の
充
実
を
図る
上
で
の

地域イベ
ン
ト

が
数
多
く
聞
か
れ
る
よ

う
に
なっ
た。

農産加工場

そ
んな
中で、
私
が
企
画
し
たイベ

ン
ト、

事
業
活
動
を
振
り

返っ
て
み
て

思
うのだ
が、
反
省
すべ
き
点
も
確
か

に
多
く
あっ
た。
し
か
し、
参
加し
た

人々
の
声
とし
て、
た
だ
「楽
し
かっ

た、
お
も
しろ
かっ
た」
と
い
うだ
け

で
な
く、
地
域の
人
た
ち
同
士
の
結
び

付
き 、
心のふ
れ
あ
い、
「
次も
自
分

達
で
参
加φそし
て
伺か
を
やっ
て
や
ろ

う」
と
い
う
気
持
ち
が主
ま
れ
て
き
た

事が、
各
種のイベ
ン
ト、

事
業
活
動

を通じ
て
伺よ
りの

収
穫
で
あっ
た
よ

うな
気が
す
る・・・・・・ 。

今、
新
た
な
感
動
を
求め
てイベ
ン

ト
を
企
画
中で
あ
る。
一
時
期の
テ
ー

マ
で
あっ
たは
ず
の
「
み
ん
な
の
笑
顔

を
見るこ
と」
が、
私
に
とっ
て
永
遠

の
テ
lマ

になっ
てし
まっ
たよう
だ。

5 



⑤ ⑮ 

住
民
の
健
康
を
願
っ
て

大三
島町
は
瀬戸
内
海の
中心
部
に

あ
り 、

広
島
県に
近
い
自
然に
恵
まれ

た、
大
山
祇
神
社の
国
宝
と
オ
レ
ン
ツ

の
島で
す。

乙
の
自
然に恵
ま
れ
た
環
境の
中に

も、
人
口の
高齢化
が
着
実に
進
ん
で

い
ま
す。
私
が保
健
婦と
し
て
島に
帰

り 、
早
く
も二

十数年が
週き
ました。

学
生時
代に、
「病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
な
対
策は
な
いか、
住
民に
健
慶の

知
識
が
少
し
あ
れ
ば
元
気に農
業
が
で

き
る
の
で
は
な
いか」
と
考
え
つ〉
地

域
に
帰
りま
した。
そ
の
う
ち
に
病
気

の
予
防
策と
住民の
役に
立
つ
保
健
婦

と
して
の
思
いなど
を、
強
く
胸
に
抱

く
よ
うに
な
り
まし
た。

そ
し
て、
大三
島
町
に
多
い
病
気と

か、
家
族
共々
苦
労し
て
い
る
病
気は

何
か
を
調査し、
ま
ず
手
始め
に
母
子

の
健
康
管理を
出
発
点
と
し
て
取
り

組 大三
島
町
役
場

芦之日

マ
リハ

菅マ リ ハさん

み
ま
し
た。
次
に
成
人
病(
高
血
圧 、

脳
血
管
障
害 、
心
臓
病)
予
防
活
動の

た
め
に、
健
康
相
談 、
健
康
教
育 、
検

診の
推進
を
行
い
ま
し
た。
住
民がひ

と
りで
も
多
く
積
極
的に
参
加で
き
る

こ
と
を
望み、
地
域ぐるみ
で
展開し、

継
続し、
住
民の
関
心
が
高まっ
て
い

ま
す。
受
診に
よ
り

思
わぬ
病
気
が発

見
さ
れ、
早
く
手
当
が
で
き
て、
本人

と
家族の
喜び
の
声
を
聞
く
時
は、
日

頃の
疲れ
も
吹っ
飛び 、
良かっ
たと

胸
をな
で
お
ろ
す
一時
で
あ
り
ます。

'
6 

住
民の
方
と
の
ふ
れ
合
い
に
よ
り 、

数多くの
乙と
を
教
えて
頂き
な
が
ら

保
健
婦
業
務
も拡大
し
て
お
りま

す。

最
近
は
精
神保
健活動
に

目
を
向け、
精
神
障
害者

の
方の
健康に
つ
い
て
考

え
て
い
ま
す。
病
気
を持

ち
な
が
ら
で
も
地
域で
生

活
で
き
るこ
と
を
願
い、

町
長のと
理
解に
よ
り

精

神
障
害者
小
規
模
作
業
所

を
設
置し
て
頂く
乙
と
が

で
き
ま
し
た。
多く
の
方

の
協力
を
得
な
が
ら、
十

五
1

十六
名の
方
が
毎日

通
所し、
作
業 、
創
作
活

動
等
を
行っ
て
い
ま
す。

友
達
作
り

が
で
き 、
明る

く
生
活で
き
て
いる
乙と

を
非常
に
悦ば
し
く
思っ

て
い
ま
す。

今
後は
障
害を持
ち
な
が
ら
で
も、

地
域の行事
に
積
極
的に
参
加
で
き
る

方
向に
進め
て
いきたいと
思
います。

(前列、 中央が菅さん)



今
後、
高
齢
化
が
進
む
中で、
健
康

は
よ
り

重
要な
課題と
な
り
ます。

と
り
わけ
住
民
一
人ひ
と
りが、

今

持っ
て
い
る
病
気と
伸
よ
く、
病
気
を

悪化さ
せ
な
い
で、
し
か
も
寝たき
り

に
な
ら
ない
事が
重
要
なポ
イ
ント
と

な
りま

す。
こ
の
「
寝た
き
り」
防
止
対
策
はあ

る
年
齢で
始め
る
の
で
は
な
く、
若
い

時か
ら毎
日
考
え
て
い
かな
け
れ
ばな

らな
い乙と
で
す。
「セ
ル
フ
ケア」

と
言
う
言
葉が
あ
り
ま
す
が、
「
自
分

の
健
康は
自
分で
守
る」 、
乙
の
事
を

ま
ず
住民の
方
に
心に
止め
て
も
らっ

て、
日
常
生
活に
取
入
れ
て
行
く
事
が

大
事で
ある
と
思
い
ます。

そ
れに
は
住
民を
大
切に
し
た
取
組

み
と
活動
がな
く
て
は
な
り
ませ
ん。

又 、
現在
不
幸に
し
て
障
害を持つ

て
い
る
方
応
対し
て
は、
残さ
れ
た
健

慶
な
機
能
を
強
化
する
訓練
を行っ
て

い
ま
す。
そ
の
た
め
には
グ
ルー
プ
活

動
(
同
じ
病
気
の
仲
間が
居るこ
と
を

知
り 、
お
互
いに
助け
合う)
を
通
じ

て、
自
分の
乙とは
自分自身で行
い、

寝た
き
り
に
な
ら
ない
事 、
そし
て、

寝た
き
り
に
し
な
い
方
法
を
考
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ませ
ん。
最
近
リハ

ビ
リ
教
室
を開
設し、
月に一
1二

回

の
機
能
回

復訓練とコ
ミュニ
ケーショ

ン
活
動
を
実
施
し
て
い
ます。
乙
の
活

動
を
通
し
て
お
五
いの
元気な
笑
顔と

声
か
けで、
参
加
者の
表
情が
臼ご
と

に
豊
か
に
な
り 、

動
かなかっ
た
手
足

を
動
か
し
て
見せ
て
下さ
る
様にな
り

ま
す。
そ
の
時の

素喧りしい笑顔に、

つ
い私
達
も
百
点
満点
の
顔にな
りま

す。

本当
に
少
し
づっ
良い
方
向
に
進
み、
喜

ば
れ
る
様子
を
見
れ
る
乙
と
は
私
に
とっ
て

最
高の
喜
び
で
す。

今後 、
大三
島町にも保
健福祉セ
ンター

が
設置
さ
れ
ま
す。
その
中で
全ての
保
健 、

福
祉の
対
応
を
行
な
う
予
定
で
す。
益々
忙

し
く
な
る
と
思
い
ま
す
が、
一
人
で
も
多く

の
方
が
い
ろ
い
ろ
の
事
業
に
参
加さ
れ、
寝

た
き
り
で
家
に
閉じ
龍る
人
も
な
く、
たと

え
障
害が
あっ
ても
笑
顔で
あ
いさ
つの
で

き
る 、
明
ろ
い
健
康な
町
づく
りを

願っ
て

い
る
私で
す。

こ
れ
か
ら
も、
住民一
人ひ
と
り
の
知恵

をお
借
り
し
な
が
ら、
頑
張っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す。

7 



⑧ ⑮ 
地
域
に
根
づ
く
健
康
づ
く
り

安ぁ
食2

研治

明
浜町
高
山
診
療
所
長

V

地
域
巴
と
け
あ
っ
て

明
浜
町は
東
宇
和
郡の
西
南 、
背後

は
山
脈が

分水嶺をなし、
東西
十四・

一
切
の
海
岸
線は
宇
和
海の
中
心に
位

置し、
美
し
い
景
観を造っ
ています。

海と
緑と
太
陽
に
恵
ま
れ
た
人
情
豊か

な
こ
の
町
も、
人
口五
千五
百
余
人の

うち
老
人
が二
十六
%
を
占め
ると
い

う
典
型
的な
過
疎
の
町と
なっ
て
い
ま

す。私
は
当
地に
赴
任
致し
ま
し
て五
年

自
に
な
り
ま
す。
以
前は
町
立
野
村
病

院
に
小
児
科
医と
し
て
勤
務
し
て
お
り

ま
し
た。
「
舞
た
うん」
二
十二
号に

投
稿さ
れ
た
土
居
真
砂人
さ
ん
と
は
山

崎町
長の
御
指
導の
もと 、
早
朝テニ

ス
を楽
し
んだ
仲
で
あ
り
ま
す。
二
十

1三
十
人の
小
児
を
診
療し
て
い
た
生

活
か
ら、
百
人以
上
の
患
者(
多
くは

老
人)
を一
人で
診
療
し、
尚
E 、
健

康
管理セ
ン
タ
ー

所
長を
兼
任
す
ると

い
う
状況
の
変
化
に
当
初
は一戸
惑
う
事

も
あ
り
ま
し
た
が、
現
在
は一
町
民と

して
明浜町の海水にどっ
ぷ
打正浸っ

て
お
り
ます。

V

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
と
は

さ
て 、
明
浜町
健
康
管理セ
ン
ター

は
町
民の
高
齢
化と
疾病
構造
の
変
化

に
よる
医療
費の
増
加と
国
保
赤
字
に

対処
すべ
く 、
間
和六
十年
度に
国
保

高
山
診
療
所と
併
設し
て
設
置さ
れ
ま

し
た。
事
業
内容の
骨
子
は、

川
保
健
対
策
事
業

同
検
診
事
業

同
母
子
保
健
事
業

ω
伝
染病
予
防
事
業

同
環
境
衛
生
事
業

同
献血
推
進
事
業

8 

に大
別さ
れ
ま
す。
個々
の
内容は
省

略し
まし
て 、
川
の
う
ち
健
康 。つく
り

地
域
組
織
活動
に
つ
いて
述べ
ま
す。

V

住
民
と
の
信
頼
関
係

昨年
六
月 、
明
浜
町
総
合
保
健対
策

協議
会に
お
い
て
町
内各
地
区の
疾
病

状
況 、
或
いは
医
療
費に
関
する
資
料

に
目
を
通
し
て
お
り
ま
した
所、
当
町

で
は
十年
余
り
前
か
ら熱
心に
成人
病

検
診
を
実
施し
て
い
る
に
も
かか
わ
ら

ず、
老
人
医
療
費は
高
騰
する一
方、

特
にM
地
区の
高血
圧
性疾
患に
関
す

る
医療
費は
群
を
抜
い
て
い
る
事に
気

付
き、
早
急に
対
策
を
講じ
る
必
要
が

あ
る
と
提
案
い
た
し
ま
し
た。

各
地区
に
積
極
的
に
乗
りこ
ん
で
い

安食研治さん

き、
住
民と
膝
を
つ
き
合わせ
な
が
ら

信
頼関
係
を
深め
つ
つ
設
定し
た
目
標

に一
歩
一歩
近
づこ
うとい
う事で
す。

し
か
し、
大風
呂
敷
を
広げた
の
は

よかっ
た
の
で
す
が、
我
が
身
を
振り

返
り
ますと 、
大
食
漢 、
大
酒
家の
上

に
運
動
不足
が
重な
り、
あ
れ
よ
あ
れ

よと
い
う
聞
に八
十五
句に
ま
で
太っ

て
い
た
の
で
す。
九
月
下
旬よ
り
健
康

づく
り

活
動
を
実
施
しな
け
れば
な
ら

ない
手
前 、
血の
にじ
む
よ
うな
努
力

で三カ
月で二
十
同
減量し
ま
し
た。

今で
も、
た
まに
来
院さ
れ
る
患
者さ

ん
は、
「
今
度の
先
生は
スマ
ー
ト

な

人
やね 。」と 、
やせ
る
前と
後
の
私
を

別
人と
思っ
て
い
る
よ
うで
す。



V

健
康
教
室
オ
ー
ブ
ン

話
が脱
線し
ました
が、
M
地
区の

活
動に
つ
き
若干触れてみま
しょ
う。

月二
回
程 、
夜間公民
館にて
高血圧 、

動
脈
硬
化、
糖
原
病 、
高
脂
血
症
等の

健
康
教
室
を開
催し
てお
りま

す。
M

地
区に
多
くみら
れ
るパ
タ
ー

ン
は、

中年
女
性
で
肥
満 、
高血
圧 、
高
脂
血

症 、
或
い
は
耐
糖
能
障
害を
合
併す
る

タ
イプ
で、
食
事や
運動
療
法に
関す

る
知
識
が
足
りな
いか、
あっ
て
も
実

行
で
き
ず
に
い
る
方
が
多
かっ
た
よ
う

で
す。
そ乙
で、
食品
交
換
表を
使っ

て
食事
の
カ
ロ
リ
ー

や
栄
養のバ
ラ
ン

ス
を
勉
強し
て
もら
い
ま
し
た。
又 、

万
歩
計を
身に
つ
け
一日
一万
歩
を
目

標
に
頑
張っ
て
も
ら
いま
し
た。
乙
の

活
動
に
参
加さ
れ
た三
十
名の
方
の
血

中コ
レス
テ
ロ
ー

ル
及び
中性
脂
肪
濃

度
を
活
動
前
後
で
比
較し
て
み
ま
す
と

二
十
1三

十%
の
改
善が
み
ら
れ
まし

た。

健康教室・・・・・・の様子です

v 
一

年
間
を
振
り
返
っ
て

乙
の
一年
間の
活
動
を
振
り

返
り
ま

すと 、
川
健
康
づ
く
り

活
動
に
積
極
的に
参

加
す
る
方
は、
住
民の
一
部に
偏っ

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る。

ω
個人
個
人のバ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
対
す
る
配
慮 、が
足
りず、

画
一的

な
方
法に
終止
し
て
い
た
嫌
い
が
あ

る。
同
医
学
的知
識
や
一般
療
法の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
住民に
直
接
語
りか
け、
理

解し
て
も
ら
う
こ
と
の
難
か
しさ
を

痛
感
し
た。

川
一方、
住民の
健
康に
関す
る
興

味や
知
識
が
深
ま
る
と
と
も
に、
住

民と
医療
サ
イ
ド

の
信
頼
関
係
が
深

ま
り 、
国
保
診
療
所の
利
用
頻
度が

増
し
た。

又 、
一
部の
方
は
薬
物に
頼ら
ず

一
般
療
法に
て
基
礎
疾患
が
改
善し

たなど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す。

V

予
防
の
重
要
性

最
後に
・申し
上
げ
たい
事は、
健
康

を
一方
的に
他
人に
管理
さ
れ
る
事は

淋し
いこ
と
で
す。
予
防
医
学の
意
義

を
皆
様に
再認
識
し
て
頂く
乙
と
を
希

望
す
ると
共
に、
私
も
各
方
面で
地
域

保
健
医
療
を
展開し、
住民の
方々
の

負
託に
応
え
られ
れ
ばと
思
いま
す。
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⑧ ⑮ 
=
つ
の
『
ふ
れ
あ
い
の
会』ぜ

ん
し
よ
う

善生

宇和島ふれあいの全

紀
子

二
人の子
ど
も、
長
男 、
長
女
が
成

人
し、
各々
の
仕
事
の
都
合
上、
三
カ

所に
別
れて
生
活
が
始
まっ
た
の
が三

年
前で
した。
私
の
両
親は
す
で
に亡

く、
七
十
九
才と
七
十
三
才
に
な
る
夫

の
両
親は持
病
を
気
遣い
な
が
らも
孫

で
あ
る
長
女
を
同
居さ
せ、
岡
山で
暮

ら
し
てお
りま

す。
た
ま
に
帰
省し
た

折 、
聞く
話の
一つ
に、
「近
所
の
人

や
知
人
がか
けて
く
れ
る
やさ
し
い
言

葉
や、
親
切な
行
為
が、
と
て
も
嬉
し

く
有り
難い」
と
いうのがあ
りま
す。

遠
くに
住む
身の
切な
き
を感
じ
る
一

瞬
で
す。

で
は、
私
はど
う
す
れ
ば
よ
いの
で

しょ
う。
あ
る
のは、
少し
の
自
由
に

使
え
る
時
間
だ
け
で
す。

-
私ガ見つけた

生きがい

そ
の
頃
住ん
で
いた
福岡
県
久
留
米

市
で、
公
民
館
祭
が聞
か
れ
見に
行
き

ま
し
た。
た
く
さ
んの
展
示
物の
中 、

一
冊の
布の
絵
本に
目
がと
ま
り
まし

た。
ス
ナッ
プ
やマ
ジッ
ク
テ
ー

プ
で

止め
たアッ
プ
リケ
の
下
に、
そ
れに

ちな
ん
だ
色の
ものが
隠れて
います。

ペ
ー

ジ
をめ
く
る
たび 、
自
然に
顔が

ほ
乙
ろ
び
ま
す。
乙の
本を
見
た
人
は

誰で
も
そ
うで
しょ
う。
出
来る
か
し

ら、
作っ
て
み
た
いなと
思
い、
作
者

を
み
ると 、
製
作
「
ふ
れ
あ
い」
と
あ

り
ま
し
た。
早
速
問い合せて
み
ると 、

絵
本や
遊
具
を
作っ
て 、
施
設 、
学
校 、

在
宅
児童へ
貸し
出
し
を
す
る
会で、

一
度見
学さ
せ
て
い
たす
くこ
と
に
し

ま
し
た。
七
1八

名の
人
が楽
し
そ
う

に
作っ
て
い
ま
し
た。
そし
て
驚い
た

こ
と
に、
み
な
さ
ん
が
六
十五
才以
上

だっ
た
の
で
す。
ま
も
な
く八
十才を

迎
える
人
も
い
ま
す。
若い
時か
ら、

針仕事はお
手のものだっ
たのでしょ

う。
老
眼
鏡の
奥
に
やさ
しさ
をに
じ

ま
せ
た
目
が
き
ら
き
ら輝
き 、
指
先は

せっ
せ
と
動
いて
い
ま
す。
私
の
針の

一
運び
が
役に
立
つ
な
らと
仲
間に
入

れ
て
いた
だ
き 、
総
合
福
祉セン
タ
ー

の
一
室に
週
一
回
通
うこ
と
にな
り
ま

し
た。年

齢 、
家
族
構
成
な
ど
さ
まざ
ま
で

す
が、
共
通
し
て
い
る
の
は、
戦
中
戦

後
の
苦し
い
時
代
を
乗
りこ
え
た
体
験

を
お
持
ちと
い
う
こ
と
で
す。
それ
が

自
信と
な
り、
ゆと
り
を
も
た
ら
し、

さ
ら
に
体
力 、
気
力 、
意
欲の
あ
る乙

と
が、
老
人
大
学で
学ん
だ乙と
の
実

践
に
つ
な
がっ
て 、
一
人
で
幾つ
も
の

グ
ルー
プ
に
属し
て
ボ
ラン
ティ
ア
活

動
φ守
して
お
り、
忙し
い
け
れど
生き

が
い
の一
つ
に
なっ
て
い
ると
嬉
し
い

悲
鳴
をあ
げて
お
ら
れ
るの
で
し
た。
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私
もこ
の
よう
に年
を重
ね
た
いと
願

う
よ
う
になり、
出
来る
範
囲で
色々

参
加さ
せ
て
も
らいま
し
た。
心
が
少

し
づ￥
満たさ
れ、
安
らぐ
の
を
感じ

ま
し
た。

-
多くの人との

ふれあいをパネ巴

そ
の
矢
先 、
宇
和島へ
の
引
越
し
で

す。
別
れ
はと
て
も
残
念
で
し
た。
も

うお
会い
する
機会はな
いでしょ
う。

け
れ
ど
決
し
て
忘
れま
せ
ん。
乙
の
胸

の
ほ
のぼ
のと
した
思
い
出
は・・・ 。

折
角 、
灯し
たこ
の
小
さ
な
明か
り



を
消
した
くな
くて、
訪
ね
ま
わ
り、

ま
ず
婦
人
会に
入れて
もら
いま
し
た。

行
事に
参
加し
て
い
く
う
ち、
知
り
あ

い
も
増え、
生
活の
幅が
ぐ
ん
と
広が

り
ま
し
た。

次
に、
宇
和島の「ふ
れあ
い
の
会」

を
知
り
まし
た。
は
か
ら
ず
も
同じ
名

前で
活動
内
容は違っ
て
も
親
しみ
が

持
て
ま
し
た。
民
生
委
員を
し
て
い
る

会
長の
紹
介で二
人
の
方を
訪
問し
た

り、
さ
れた
り
し
て
い
ま
す。

と
主
人
を
亡
くさ
れ、
子
供
の
い
な

い
八
十六
才のD
さ
ん。
明
る
い
方
で

甥 、
姪
が大
切に
し
て
く
れ
る
と
笑
顔

で
話
さ
れ
ま
す。
体
が
弱
く
結
婚さ
れ

ず
に
ずっ
と
一人
で
い
る
K
さ
ん
(
男

性)。
お
姉さ
ん
が、
時
々
お
世
話
に

く
る
そうで
す。
健
康の
乙
と、
生
活

の
乙
とで
不
安や
悩み
はっ
き
な
い
よ

う
で
すが、
あ
る
が
ま
ま
を
受
け
とめ

て、
人民
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う心
が

け
て
暮らし
て
お
いでです。
今まで、

同年
令や
若い人
と
の
つ
き
あ
い
が
多

く、
人
生
の
先輩と
いえば、
祖
父
母 、

親 、
お
じ、
お
ば
な
ど
で、
近
す
ぎ
る

関
係に
素
直にな
れ
な
い
時
も
あ
り
ま

し
た。
老
若男
女 、
多
く
の
人
間
関
係

を
通じ
て、
新
し
い
知
識
や
情
報を
得

た
り、
自
分と
は
違
う
考
え
方、
生き

方
に
接し
て
受
け
る
刺
激を 、
活性
剤

に
して、
「
健
康な
体」
「活発な
頭」

「
柔
軟な
心」
を
目
標
に
生
き
て
行
き

た
い
と
願っ
て
い
ま
す。

最
後に
民
間ボ
ラ
ン
ティ
ア
ふ
れ
あ

い
の
会を
紹
介し
ま
す。

。
会
を
作
っ
た
目
的

「
老人
問題
は
自
分の
問
題。
手を

取り合っ
て私
達に
出来るボランティ

ア
を
し
よ
う。」と、
ひ
と
りの

会
員の

呼び
か
けに
応
え
た
人達
に
よっ
て
生

ま
れ
ま
し
た。
会
員の
中に
は、
家族

に
寝
た
き
り
のお
年
寄
りゃ 、
痴呆
性

老人
を
抱え
た
悩み
を
もっ
人
達
が
多

く、
その
経
験
か
ら
行
政の
政
策の
充

実
だ
け
で
は
満た
さ
れ
な
い
も
の、
喜

び
ゃ
苦しみ
の
共
感
は
期
待で
き
ない

乙
と
を
知
り
ま
し
た。

、
を
心の
交
流を
深め
るボラン
ティ

ア
を
目
的と
し
て
「ふ
れ
あ
い
の
会」

は
作
ら
れ
ま
し
た。

肉雲B3雷

毎月第三水曜日に聞かれる勉強会と、 家族を

長期介護している方やお年寄の方たちを対象に

した友愛訪問を活動の柱にしています。

仲間奮蕩集しτいま'

会長 梶原欄子 百L(0895)2 3- 0 8 7 9 
宇和島市福祉課老人福祉係

πL(0895)2 4ー 1 1 1 1 
内線2 8 9

女 問い合わせ先安
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網野

! 研修レポート i 

誠一
樹)愛媛県まちづくり総合センター

上ノ国

In 子午線ハイク

-

研
修
ハ
イ
ク
に
あ
た
っ
て

時は四
月。
県
外研修で、
奈
良
県!

川
上
村と
奈
良まち"つく
りセ
ンター 、

京
都
府
|

網
野
町
をセ
ン
タ
ー

職
員

(
山
岡・
安田)
の三
名
で
訪れ
た。

研
修レ
ポ
は、
数
多
く
のユニ
ー

ク

な
イベ
ント
で、
知る
人
ぞ
知る
網
野

町
にス
ポッ
ト
を
当
て
た。

何を
隠そ
う、
乙
乙
網
野
町は、
東

経
百三
十五
度の
子
午
線
最
北
の
地に

位
置し、
ちょ
うど
日
本列
島の
中
心

地
点に
あ
たる。

そし
て、
子
午
線
最
北の
答は、
標

準
時
刻を
刻む
だ
け
で
な
く、
網
野の

歴
史
・

文化
を
刻
ん
で
い
る
様に
も
思

え
て
な
らな
い。
思
え
ば、
私
は、
三

十
数
年
間、
時
を
大
切に
使っ
て
来
た

だ
ろ
う
か?
時
は、
自
分
自
身の
活
用

如
伺で
有
効に
も
無
効に
も・・・・・・ 。

子
午
線
の
町
を
訪
れ
た
契
機
に、

「
セ
ン
ター
で
の二
年
の
時
を
有
効
か

っ
最大限
活用
し
よ
う!」
と 、
時
聞

を
無
駄に
費やすこ
と
の
多
い私
に、

網
野の
町
が
そう
悟
し
て
く
れ
た
よ
う

に
思
わ
れ
た。

-

子
午
線
か
ら
の
発
想

今、
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
性
や
歴
史
・

文
化
を
生
か
し
た
町

づ
く
り
を
行
う
為に、
一つ
の
手
段と

し
てユニ
ー

ク
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施し

て
い
る
が、
乙
乙
網
野
も
特色
の
あ
る

イ
ベ
ン
ト
を
行っ
て
い
る。

京
都
府の
地
場
産
業
振
興セ
ン
タ
ー

(
ア
ミ
ティ
丹後)
が六
十一
年
三
月

に完成
すると 、
網野と
振
興セ
ンター

を
知っ
て
も
らお
うと発
案実行し
た。

「
端
午の
節
句
に
丹
後
で
タ
ンゴ
の
音

楽
会」
||

結
果は
大
成
功
で、
新
聞

各
紙 、
N
H
K
テレ
ビ
等
に
取
り

上
げ

ら
れ、
実行
委
員
会のメ
ンバ
ー
も
自

信
を
つ
け
た
と
お
聞
き
す
る。

今
なお、
乙
の
音
楽会は
継続さ
れ、

幅
広く
地
域の
人
達
に
支
持
さ
れ
て
い

る
よ
うで
あ
る。

ま
た、
時
の
記
念
日
(
六
月
十
日)

の
「
子
午
線ま
つ
り」
や
日
本
標
準
時

制
定一
O
O
周
年
を記
念
し
て、
「
子

午
線ガム
シャ
ラハ
イ
ク
南
下
隊」
を

組
織し、
十
数
日
か
け
て
網
野
か
ら
明

石
市ま
で
子
午
線上
百三
十
キ
ロメ
ー

ト
ル
を
地
場
産
業で
あ
る
絹
糸
を
引い

12 

て
まっ
す
ぐ
南
下、
子
午線に
あ
く
ま

で忠
実に五
市
十
一町
を
訪
問し
た一

行
は、
各
地で
熱
狂
的な
歓
迎
を
受
け

た
そ
うで
あ
る。

乙のハ
イ
ク
が発
端と
な
り 、

子
午

線上
の
市、
町
が
深い
紳で
結
ば
れ、

各
地区の
友
好の
輪「
東
経
一三
五
度

線上
市町
村
交流
協議
会」
が
発足し、

子
午
線
交
流が展開
さ
れ
て
い
る。

-

子
午
線
は
限
り
な
く

子
午線上の
市、
町
の
文
化
交
流を

図る
ため、
短
歌・
俳
句・
川
柳を
募

集し、
町
中心
部の
街
路二
キロメ
ー

ト
ル
両
側の
銀
杏並
木
守
「
子
午
線
歌

の
散歩
道」
と
して、
杉
板で
作
成し

た
短
冊を
掲
げた
りと

子
午
線
交
流は

限
りな
い。

子
午
線は、
日
本海
を
経て
ソ
連
の

サハ
ロ
フ
市へと
続
く 。

現
在サハ
ロ

フ
の
子
供達
と
網
野
北
小
学
校
児
童の

手
紙
や
絵の
交
流を展開
中 、
その
内、

子
午線の
国
際
交
流は、
地
域へ
根づ

い
て
く
る乙
と
だ
ろ
う。

サハ
ロフ
の
子
供
達
の
絵
を
見
て、





陽太郎

『第9回逆手塾』
レボー

制愛媛県まちづくり総合センター
松森

今
年
も、
「
過疎を逆
手にとる
会」

の
第9
回
目
と
な
る
『
逆
手塾』
が、

去
る六
月八
・

九
の
両
日、
広
島
県
甲

奴
郡
総
領町
で
開
催さ
れ
た。

今
回は、
初
参加
者
の
固から
見た

『逆
手
塾』
を、
主
観
を
交
え
な
が
ら

レポ
ー
ト

に
ま
と
めてみ
た。

会
場は、
廃
校
の
小
学
校を
改
装し

た
『ふ
るさ
とセ
ン
タ
ー

田
総』。
開

会
前 、
会場の
彼
方
此
方
では、
既
に

元
気
そ
うな
人
物
数
十
名が
にこ
やか

に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
いる。
話し

掛
け
ると 、
や
は
り
皆
元
気で
すこ
ぶ

る
愛
想も
良い。
参
加
者は二
百
名。

北は
北
海
道か
ら
南は
宮崎
県ま
で、

行
政・
商工
会・民
間の実
践者など 、

実にバ
ラエ
ティ
ー

豊
か
で
ある。

乙
れ
が、『
逆
手塾』
の魅力だろう。

キ

-
ま
ず、

初
日
の
模
様
か
ら

受
付
で
は、
会費の
徴収とと
もに、

参
加
者全
員に
「
名
刺」
の
提
出
を呼

び
掛
け
る
段ボ
ー

ル
箱が
用
意さ
れ
て

いる。
逆
手塾
名
物の
《名
刺コ
ン
テ

スト
》
の
た
め
で
あ
る。
一人
で
も
多

くの
人
と
の
ネッ
ト
ワーク
づ
く
りに

は、
や
は
り

今
日の
日
本社
会で
は、

「
名
刺」
も
「
酒」
と
と
もに
不
可
欠

と
い
う乙
と
か。

キ

塾
今
回の
テ
lマ

は
『
創
る』。
過
疎

逆
会
長の
安
藤さ
ん、
地
元
総
領
町の

瀬
村町
長さ
ん
の
あ
いさ
つ
に
続
き、

ま
ず、
三
名の
ま
ち"つ
く
り
実
践
者
に

よ
る
『
趨爆
剤

l
奮
戦記』
と
題
し
て

の
リ
レ
l

講
演。
各
講
師の
話
に
は、

翌
日
の
分
科
会へ
の
集
客?
の
乙
と
も

あっ
て
か、
俄
然熱が入る。

設備は、

お
世
辞に
も立
派と
は
言
え
な
い
が、

奮
戦
記
に
聞き
入
る
参
加
者の
表
情は

皆
真
剣
その
も
の。

ひるかわ
岐
阜
県蛭
川
村で
石
材
店
経
営の
傍

ら、
「
石」
を
テ
lマ
と
し
た
私
設
展

示
館『
博
石
館』
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ、

年
間
十六万
人
の
入
館
者
を迎
え
る
ま

で
に
なっ
た
と
い
う、
博
石
館
館
長
の

岩
本哲
臣3
ん。
岩
本さ
んの
話は、

兎
に
角 、
迫
力が
あ
る。
氏
の
半
生
を

語
る
に
は、
と
て
も一
時
間で
は
不
十

分。
機
会が
あ
れ
ば、
も
う一
度じっ

く
り
と
お
話
を
伺
い
た
いと
思
わせ
る

• 
開
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人
物で
ある。

人口七
百五
十八
人の
高知
県
大
川

村からは、
あ
の
『爆
発
芸
術
家』
岡

本太
郎
氏の
下
で
働
いた
乙と
も
あ
る

と
い
う川
村
純
史さ
ん
が、
木の
持
つ

丸み
を
活か
し
た
木工
製
品
の
製
造
販

売でむ
らお
こ
し
に
取
り
組ん
で
いる

活動
を披
露。
「
木星
会」
な
る
会
社

の
製
品は、
常
に在
庫不足の
状態で 、

なかなか
望み
ど
お
りの
商
品
を提
供

できな
いと
嘆
い
て
お
ら
れ
た。
川
村

さ
んは、
過
激
的?
語り口
の
岩
本さ

んと
は
好
対
照
な
がら、
聞
く
者
を
引

き付ける何と
もいえ
ない魅

力ら持っ

た
不
思
議な
人
物で
あ
る。
いず
れ
に

して
も、
過
疎の
村
大川
村の
『む
ら

お乙
し
起
爆
人』
で
あ
る
こと
に
間
違

いは
な
い。
川
村さんのデ
ザインと 、

木板を
使っ
たパ
ン
フレ
ッ
ト

な
ど 、

セ
ン
ス
抜
群のア
イ
デ
ア
が
実に
う
ま

くマ
ッ
チ
し
て
い
る
と
の
印
象。

三
人
目は、
福
井
県池
田
町
か
ら、

『
そばづ
く
り

名
人』
の
谷
端
淳一
郎

さ
ん。
二
十四
歳で
U
タ
l

ン、
そば

づく
りに

一
念
発
起、
町
内
唯一
のそ

ば屋のお
やじ
に
「
町
内で
は
店
を
出

さ
ない」
と
の
約
束
で
弟子
入
り。

今



も
ちゃ
ん
とお
や
じ
と
の
約
束
は
守っ

て
いる
が、
「
そ
ば』
へ
の
思
い入
れ

は
相当な
も
の
で、
将
来
は、
四
季の

異
な
るオー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
そば
農
場

を
作
りた
い
と
の
夢
を
語
る。
男
のロ

マ
ン
と
自
信に
溢
れ
た
切
り口
を
見せ

る
内容は三
人三
様
な
が
ら、
そ
れ
ぞ

れ
に、
『
まち"つく
り』
に
共
通の
重

要な
本質
を
教
え
て
貰っ
た。
久
しぶ

りの感
動
で
あ
る。

《バ
イ
タ
リティ
ー

》
《ア
イ
デ
ア
》

《ロマ
ン
》

品品・

講演の
後
は、
奥
田
祐
子さ
ん
率い

る
「ザ
・

わ
た
し
た
ち」
の
ふ
る
さ
と

の
歌コ
ンサ
ー
ト。

参
加
者と一
体
と

なっ
てのコ
ン
サ
ート

は、
迫力
満点。

そし
て、
初
日
の
フィ
ナ
ー

レ
『
人
源

パ
ー

ティ
ー』

(
会
食)
へ。
次々
と

道
府
県別に
壇
上
に
上
が
り、

大
声
で

お
国自
慢を
兼ね
て
の
自己
紹
介
を
繰

り
返
すが、
その一
方
で
は
賑
や
か
な

交
流会が
続
く。

その
後
は、
簡
易
宿
泊
所のベッ
ド

で
車座にな
り

情
報
交
換
を
する
者、

仮
設の
居
酒屋
に
飲
み
に
行
く
者と
様

々 、
閑
静な
総
領
の
闇
夜に、
賑
や
か

な
歓
声が
乙
だ
ま
す
る。
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翌
二
日
目
は 、

『
手
仕
事
入
門
』

『
博
物
館
を
創
る』

『
要
覧
を
創
る
』

『
手
打
ち
そ
ば
入
門』

『
ふ
る
さ
と
の

歌
を
創
る』
の
五
つ
に
別
れ
て
の
分
科

4官。

-
4晶・

『
博
物
館を
創
る』
では、
コ
メ
ン

テl
タ
ー

に
安
藤
会
長が座
り、
前日

に
も
増
し
て
の
岩
本さ
ん
の
熱
弁
を
聞

く。
蛭
川
村
四
十七
軒の
石
材店
の一

つ
に
過
ぎ
な
かっ
た
(
株)
岩
本は、

博
石
館建
設
を
契
機に
大
躍
進 、
全
国

で二
十
番
目の
業
績
を
挙
げる
ま
で
に

なっ
た
と
い
う。
「
思
い
付
い
た
ら、

ま
ず
実
行」
と
言
う
と
お
り、
バ
イ
タ

リティ
ー

が
服
を
着て
いる
よ
う
な
岩

本さ
ん
の
人
生
は、
ある
意
味で
羨
ま

し
い。
人
生
を
変え、
人
生
を
育
ん
で

く
れ
る
よ
う
な
人
物と
の
出
会
い。
隣

1 . ま ち づ く り 仕掛 け 人 。 ま た の名をく輝爆
剤〉一一眠れるま ち に爆発を 。

2 . ひ と が輝 き ま ち が輝 く 一人聞が輝爆剤。
あ なたが輝爆剤。

3. 熱 く なれ。 熱 く なれ。 熱 く ならねば爆発は
起 き な い一一理性や常識を越えて熱 く なれ。

4. ぶつかれ。 ぶつかれ。 火花はぶつか っ て生
ま れる一一上手な生 き 方 を捨て、 ぶつかれ。

5. 輝爆剤は いつ も 少数派一一明 日 を信 じ て 、
常なる今 く ず し を 。

6. 輝爆剤な し の爆発は な い一一小さな営み積
み重ねて 、 いつか大爆発。

7. 夢 を持て。 夢の隣に友を持て一一一輝爆剤連
合。 ウ エ ッ ト ブラ ン ケ ッ ト (濡れた毛布)
を援ね飛ばせ。

8. 旅人 ・ 異質の意見。 そ れが輝爆剤の栄養素
一一他所者や異見を大切 に 。

9. イ ベ ン ト は ま ち づ く り 輝爆剤一一「祭です
から」 を積み重ねて古い世界 を打 ち破れ。

10. 大胆素敵一一チ ャ レ ン ジ な く て な にが輝爆
剤だ。

まちづくり輝爆剤
市の
JC

理
事
長のときに実施した、

千人
委
員
会に
よ
る
『
松
茸一
ト
ン、

千
本集め
て
十
万
人』
の
イ
ベ
ン
ト

で

は、
様々
な
障
害を
乗
り

越え
て
の
達

成
感にメ
ンバ
ー

全
員
が
感
極ま
り、

泣
きな
が
ら一
時
間
万
歳
を
繰
り
返し

た
と
い
う
話。
社
員が
運
営
す
る
「
よ

ろ
乙
ぴ "つく
り
委
員
会」
に
よ
る
会
社

経
営。
そ
し
て、
博
石
館。
一
時
は、

経
営の
悪
化
か
ら
手
放すこ
と
も
考
え

た
が、
是
非
譲っ
て
欲し
い
との
友
人

の
言葉
に
翻
意
し、
全
国で
も
有
数の

黒
字
経
営
の
博
物
館に
ま
で
育て
あ
げ

た
と
いう。

岩
本さ
ん
の
話
は
聞
い
て
い
て
飽
き

ず、
こ
ちら
の
問
い
か
け
に
も
真
剣に

楽
し
そうに
応
え
て
く
れ
る。
人
間
的

な
魅
力もさ
るこ
と
な
が
ら、
岩
本さ

ん
に
は『
人
生
にお
け
る
出
会
いの
大

切さ』
を
爽やか
な
感
動
と
と
も
に
教

え
て
い
ただ
いた
気
がす
る。

人
と
の
出
会
い
は 、

自
ら
創
っ
て
こ

そ
本
物 。
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い
ま
す
し、
休
養と
い
う
言葉
も、

「
久
万
高
原の
美
し
い
農
村
環
境"つ
く

り」
と
い
う
視
点
で
広
く
捉え
た
い
と

考
え、
キャ
ッ

チ
フ
レ
ー

ズ
を
「
自
然

と
共
生す
る
高
原
文
化の
ま
ち」
に
変

更
した
次
第で
す。

l 自然とともに生きる暮ら し を大
切にする人づくり。

2 俗E誌でl珂るい生活のできる人づ
くり

3 久万高原のふるさとそ し て文化
を育てる人づくり

自然と共生する高原文化の人づ
くり

| 自然・健康・文似るさと) I 

山
村
で生
き
る
価
値 “つく
り
は
何
と

いっ
て
も、
自
然界
を
手
本と
し
て、

自
然と
共生
す
る美
しい
環境の
中で、

暮ら
し
ゃそ
つ
くっ
て
い
く
乙
とで
す。

産
業の
テ
lマ

は、「
自
然・健
康・文

化」 。
そ
のテ
lマ

にこだ
わ
灼多』持っ

てモ
ノ
づ
く
り
を
し
た
い
も
の
で
す。

た
だ 、
地
域
産
業の
単
品に
よ
る
展

開
で
は、
農
村の
生
産
力
・

技
術
力
・

デ
ザイ
ン
力
は
ちっ
ぽ
けな
ものです。

総
合
的な
町
自
体が、
ま
た
は
私
た
ち

の
暮ら
しぶ
り
が
商
品
だ
と
し
た
ら、

他
で
は
作
り
え
な
い
も
の
で
しょ
う。

美
し
い
自
然
生
活環
境の
中で、
土
地

と
共に
生
き
る
生産活動
もあります。

お
い
し
い
料理
だっ
て
食べ
れ
ま
す。

音楽
祭
・

演
劇・
美
術
鑑
賞・天
体
観

測
だっ
て::: 。
そん
な
久
万
高原
の

暮
ら
し
が
商
品
力で
あ
る
と
い
うこ
と

に
し
て
い
き
た
い
と
思
うの
で
す。

@ 

申圃

う
ど
んH

H
そ
ばH

お
か
しH

等
が
手
づ
く
り
で
き
ま
l

す
。

ー
ふ
る
さ
と
旅
行
村
|

H
久
万
町
幻
想
曲H

一
度
聞
い
て
下
さ
い 。

最
近 、
ブ
lム

に
なっ
て
い
ま
すが、

西
ド
イツ
の「

H
農
家
で
休
暇
をH
運

動」
「
美
しい
村 4つ
く
り

運
動」
「
ク

ラ
インガ
ルデ
ン」 、
ス
イ
ス
の
「バ

イオ
フィッ
ト」

な
ど
な
ど 。
久
万
町

で
も
やっ
と
「
み
ど
り
の
ふ
るさ
と。つ

く
り
基
金」
が
創
ら
れ
海
外
研
修の
制

度がで
きま
し
た。
農
家の
人
達
が楽

し
い農
業が
で
き
る
そ
のヨ
ーロ
ッパ

の
生
活の
あ
り

方
に
触れ、
農
業の
環

境、
生
活
文
化、
重
視
での
生
産
活
動

を
学ん
でこ
ら
れ、
そ
れ
が、
刺
激と

なっ
て、「
そ
う
だ
やっ
ぱ
り、
自
然
と

共
生
す
る
高
原
文
化の
町
よな」
と
将

来
言っ
て
く
れ
る
と「パッ
チ・
グl」

と
いっ
た
と
こ
ろ
で
しょ
う
か。

近
頃感
じ
る
乙
と
は、
「
人前つく
り」

だ
と
いっ
て、
研
修と
か、
視
察と
か

で

情報を
詰め
込み、
その
情報
を持っ

て
意
欲を
高め
た
人
が
伺人
か
い
た
と

し
て
も、
そ
れは
人
的
資
源で
も
何で

も
な
い
と
いう
乙
とで
す。
交わ
り
を

持
ち、
共
生する
行動に移
行
した時、

は
じ
め
て
それ
は
地
域の
資源とな
り、

そ
し
て
それ
が
具
体
化し
現
象と
な
る

に
は
時
聞
がか
かる
という乙とです。

抽
象
的な
言葉
で
し
か
う
ま
く
表
現
で

き
ませ
ん
が。H
交わ
りH
そし
てH
共

生H
の
中に
実
体
が
生
まれ
る
もの
と

感
じ
ます。

「
自
然と
共
生
す
る
高
原
文
化
の
ま

ち」 。
自
然と
の
共
生
の
中で、
人
と

人
の
共
生の
中で、
また
産
業
と
人の

共
生の
中で、
生
き
が
いの
あ
る
久
万

高
原の
暮ら
し"つく
りゃ』
創
造し
てい

き
た
い
もの
で
す。
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21 
世
紀
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
町
づ
く
り

今
回
は
「
上
浦
町
若
者
塾」
で
お
世
話
に
な
っ
た

三
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
塾
生
を
交
え
て、
地
域"つ

く
り
の
阻
害
要
因、
人
づ
く
りへ
の
提
案
を
中
心
に

H
歯
に
衣
着
せ
ぬH
個
性
あ
る
調
子
で、
話
し
合っ

て
頂
き
ま
し
た。

地域ヴぐり現況&著者は合

谷}
町胡つ
く
り
に
携
わ
っ
た
人
の
大
半
は、
一
田

昌
は
壁
に
ぶ
ち
あ
た
り、
ま
た
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が、
今
日
は
地
域
お
乙
し
の

問
題
点、
入。つ
く
り
の
問
題
を
切
り
口
に
探っ
て
い、

き
ま
し
ょ
う。

自

地
域。つ
く
り
に
つ
い
て
は、
随
分
と
停
滞
感

重
が
あ
る
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
ど
の
町
も
町

づ
く
り
ブ
l
ム
に
乗っ
て、
火
種
が
起
こ
っ
た
と
い

う
の
は、
事
実
で
あ
ろ
う
し、
ど
の
町
も
よ
く
やっ

て
い
る
な
と
思
い
ま
す
が、
やっ
て
い
る
人
と、
やっ

て
い
な
い
人
の
隔
た
り
が
乙
乙
に
き
て、
出
て
き
た

な
と
思っ
た
り
し
ま
す。

ど
う
も、
町"つ
く
り
の
概
念
と
し
て、
自
分
た
ち、

住
民
の
生
活
が
豊
か
に
な
る、
と
い
う
基
本
的
な
所

を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
は
な
い
か。

座
談
会〕

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と、
ど
う
も
最
近
は
大
量

の
情
報
の
中
か
ら、
町。つ
く
り
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ

ッ
チ
し
て、
そ
れ
を
真
似
た
人
が
偉
い
と
い
う
町"つ

く
り
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な。

『
郵

一
つ
の
情
報
で
も
瞬
時
に
末
端
ま
で
届
く
と

匿
な
る
と
怖
い
話
で
ね、
見
た
瞬
間
に
情
報
が
生

の
情
報
で
な
く
な
っ
て
陳
腐
化
し
て
い
る
と
い
う、

非
常
に
つ
ら
い
状
態
で
す。
情
報
が
多
事
ぎ
る
と
い

う
こ
と
は、
よ
く
言
わ
れ
る
乙
と
で
す。

そ
れ
で
生
活
の
資
質
を
見
直
す
必
要
性
は、
解っ

て
い
る
の
で
す
が、
役
K
立
つ
情
報
が
い
つ
も
ほ
し

い
ん
で
す
ね。

今、
若
松
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
浮
つ
い
た
と

こ
ろ
が
あ
る
ん
で
は
な
い
か。
本
当
の
自
分
の
生
活

を
見
据
え
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か。
と
い
う
反

省
点
を
捕
ら
え
ま
し
て、
乙
の
町
の
実
情
と
困
っ
て

い
る
乙
と、
具
体
的
な
ζ
と
を
交
え
て、
鶴
岡
さ
ん

ど
う
ぞ
お
願
い
し
ま
す。

B
そ
う
で
す
ね、
若
者
の
視
野
に
立
っ
て、
付

F
遇
き
合っ
て一
番
感
じ
る
の
は、
我
々
が
二
十
代

の
時
の
考
え
方
と
相
違
が
も
の
す
ご
く
あ
る
ん
で
す

よ
ね。
私
の
青
年
活
動
で一
番
長
い
の
は、
商
工
会

の
青
年
部
の
関
係
な
ん
で
す。
私
が
入
っ
た
の
は、

二
十

了、二
才
の
時
だ
っ
た
で
す
が・・
た
と
え
ば、

商
工
会
青
年
部
の
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
も
「
俺
が
や
る、

俺
が
や
る」
と
選
挙
に
な
る
ほ
ど
で
し
た。

今
は
逆
に
「
俺
は
イ
ヤ、
俺
は
イ
ヤ」
と
逃
げ
る。

全
然
変
わっ
て
き
て、
気
迫
に
欠
け
る
と
い
う
か、

人
任
せ
に
な
っ
て
き
て
い
る。
だ
か
ら、
今
の
若
者

は、
誰
か
が
手
取
り、
足
取
り
し
て
引っ
張
ら
ね
ば

つ
い
て
来
な
い
の
だ
ろ
う。
ほ
ん
と
は
こ
れ
で
は
い

け
な
い
の
で
し
ょ
う
け
ど
ね。
し
か
し、
乙
れ
は
時

代
と
共
に、
全
体
的
な
傾
向
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね。

習

ひ
と
つ
に
は
そ
う
い
う
潮
流
が
あ
り
ま
す
よ

在
宅
バ
リエ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
た
と
か、
価
値

観
の
多
様
化
と
か、
社
会
的
な
現
象
が
あ
り
ま
す
よ

ね。我
々
の
世
代
は、
今
の
倍、
三
倍
と
か
仲
間
が
い

た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か。
乙
の
島
で
も
ピ
l
ク
は
今

の
人
口
の
倍
ぐ
ら
い
居
た
ん
で
し
ょ
う。

自

確
か
に
あ
り
ま
す
よ
ね。
あ
る
若
者
と
話
し

重
た
中
で
は、
「
乙
の
島へ
帰っ
て
も、
友
達
が

い
な
い」
と
言
い
ま
す
ね。
た
と
え
ば
役
場
に
入っ

て
も
両
隣
に
は
お
じ
さ
ん
ば
か
り・・・・・・。

過疎絡をぷ
募之
。
。。

谷一

都
会
か
ら
島
へ
帰
る
場
合、
仲
間
が
い
る

置
と
い
う
乙
と
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す

ね。
小
学
生、
幼
稚
園
児
が
激
減
し
て
い
る
現
状
か

ら
は、
人
口
が
増
え
る
兆
し
は、
見
え
て
乙
な
い。

愛
媛
県
に
限
ら
ず、
増
え
て
そ
の
弊
害
が
出
る
の
と、



そ
の
逆
と
二
極
分
化
し
て
い
る。
が、
人
口
が
増
え

る
と
い
う
の
は、
我
々
ま
ち
づ
く
り
の
地
域
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
は
う
れ
し
い
乙
と
で
あ
り、
町
が
よ
く
な
っ

た
と
い
う、
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
し
ょ
う。

そ
れ
と
気
に
な
る
の
は、
た
と
え
ば
神
輿
を
担
ぐ

の
に
も、
十
人
必
要
な
ら
ば、
十
人
い
な
け
れ
ば
神

輿
す
ら
か
け
な
い。
乙
れ
が
全
て
の
乙
と
に
言
え
る

の
で
は
な
い
で
す
か。
小
さ
い
と
い
う
弱
点
が、
人

が
少
な
い
と
い
う
弱
点
が・

青
年
団
が
活
発
な
時
代
は、
ひ
と
つ
の
目
標
が
定

め
や
す
か
っ
た
し、
乙
れ
を
や
ろ
う
と
い
え
ば、
八

割
の
人
が
賛
成
し
て
乙
れ
に
湛
進
で
き
た
時
代
で
し

た。
今
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
す
か
ら、
み

ん
な
好
き
な
方
向へ
行っ
て
ま
す
よ
ね。

輪蹄
「
若
者
定
住」
が
重
要
な
テ
l
マ
で
し
ょ
う

醐噛
け
ど、
や
は
り
若
者
を
地
域
ぐ
る
み
で
育
て
て

や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち、
意
識
が一
番
な
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か。

職脚
今、
話
し
て
い
た
人
口
の
問
題
で
も、
人
口

錨輔
が
増
え
る
町
が
い
い
町
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
が、
乙
れ
は
非
常
に
大
事
な
問

題
な
ん
で
す。

今
ま
で、
過
疎
の
町
の
目
標
と
い
う
と、
二
つ
し

か
な
か
っ
た
ん
で
す。
人
口
を
増
や
す
乙
と
と、
企

業
を
誘
致
す
る
乙
と
な
ん
で
す。
果
た
し
て
人
口
が

増
え
た
か
と
い
う
と、
逆
に
減っ
て
い
る
ん
で
す
ね。

昭
和
三
十
年
の
町
村
合
併
時
の
戦
後
の
復
興
で
安
定

し
て
い
る
頃
の
人
口
に
戻
そ
う
と
い
う
発
担
の
行
政

政
策
ば
か
り
や
っ
て
き
た。

ど
う
も
私
た
ち
が
や
っ
て
き
た
過
疎
対
策
は
間
違

い
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
わ
け
な
ん
で

す
ね。
人
口
に
は
「
定
住
人
口」
と
「
交
流
人
口」

が
あ
る
が、
基
本
的
な
乙
と
を
忘
れ
て、
「
定
住
人

何

ロ」
の
増
加
ば
か
り
に
目
を
向
け、
目
標
設
定
を
し

て
き
た。

こ
れ
か
ら
は
企
業
誘
致
と
い
つ
で
も
な
か
な
か
来

て
は
く
れ
な
い。
そ
れ
で
は
知
的
誘
致
を
す
れ
ば
い

い
し、
さ
ら
に
は、
今
ま
で
の
作
る
だ
け
の
第一
次

産
業
を
ど
の
よ
う
に
商
業
化
し
て
い
く
の
か、
を
含

め
て
新
し
い
産
業
を
興
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。
こ
れ
ら
の
乙
と
を
考
え
て
い
く
事
が、
次
の
新

し
い
出
発
の
糸
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か。

齢鰯
僕
は
人
が
減
る
乙
と
は
余
り
心
配
し
て
い
な

錨噛
い
ん
で
す
よ。
む
し
ろ
町
に
住
ん
で
る
人
の
年

齢
構
成
で
す
ね。
非
常
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
ね。

間
和
六
十
年
の
園
調
時、
残
存
率
六
十
三・
一
%

だ
っ
た
ん
で
す
よ。
そ
れ
が
今
回
平
成
二
年
の
調
査

で
は
四
十
九・
七
%
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す。

結
果
的
に、
生
産
年
齢
の
人
た
ち
が
減
る
と
い
う
乙

と
は、
要
す
る
に
出
生
率
の
低
下
に
も
繋
が
っ
て
く

る
ん
で
す
ね。

そ
し
て、
一
番
大
き
な
問
題
だ
と
思
う
の
は、
教

育
費
に
パ
カ
で
か
い
金
が
か
か
る
と
い
う
事。
皆
で

教
育
費
を
タ
ダ
に
し
よ
う
と
か
ね。
地
方
に
い
い
大

学
を
誘
致
し
よ
う
と
か。
そ
う
な
れ
ば、
経
済
的
に

も
ゆ
と
り
が
で
き、
も
っ
と
子
供
を
生
ん
で
も
い
い

と
思
う
人
も
多
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ。

も
う
ひ
と
つ
は、
人
口
構
成
の
中
で
五
十
t
六
十

代
と
若
者
と
の
ツ
ェ

ネ
レ
l
シ
ヨ
ン
・

ギ
ャ
ッ
プ
と

い
う
か、
年
寄
の
常
識
と
若
者
の
常
識
の
違
い
み
た

い
な。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
て
い
く
か、
そ

う
い
う
乙
と
が
町
づ
く
り
運

動
の
中
で
中
心
に
議
論
さ
れ

て
い
い
話
な
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
気
が
し
ま
す。

そ
れ
を
考
え
て
い
く
と、
役
所
の
存
在、
役
場
の

置
か
れ
て
い
る
立
場
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す。
と
い

う
の
は、
以
前
か
ら
役
場
の
仕
事
ぐ
ら
い
あ
ま
り
変

わ
っ
て
な
い
仕
事
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気

が
す
る
ん
で
す
ね。

や
っ
ぱ
り
住
民
の
中
で
解
決
で
き
な
い
事
な
ど
は

極
力、
役
所
で
調
整
し
て
い
く
と
い
う
仕
事
が
新
た

に
出
て
き
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る

ん
で
す
ね。

強麟
非
常
に
具
体
的
な
問
題
で
す
よ
ね。
乙
の
乙

繍鑓
と
を
着
実
に
議
論
し
た
り、
整
理
す
る
と
あ
る

意
味
で
は
ポ
ス
ト
町
づ
く
り
に
含
ま
れ
ま
す
ね。

地
域
は
ツ
エ

ネ
レ
l
シ
ヨ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い

で
す
ね。
我
々
が
使
い
た
い
「
地
域」
と
い
う
の
は、

そ
乙
に
職
場
が
あ
り、
そ
し
て
そ
乙
で
仲
間
と
楽
し

め
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
所
な
ん
で
す
ね。

鶴観
世
の
中
の
流
れ
に
逆
らっ
て
や
ろ
う
とす
る

離織
と、
そ
れ
は
哲
学
と
か
理
念
を
持っ
て
い
な
い

と
ゃ
れ
な
い
で
す。
大
半
の
人
は
流
れ
に
沿っ
て
い

か
ざ
る
を
え
な
い。
大
山
の
人
口
構
成
は、
第一
次

が
三
十
八
%。
今
の
日
本
の
流
れ
は
産
業
で
言
え
ば、

第
三
次
産
業
で
し
ょ
う。
一
次
主
流
で
は
や
っ
て
い

け
な
い
ん
で
は
な
い
か。

た
と
え
ば、
大
山
の
町
づ
く
り
戦
略
の
「
快
適
な

生
活
を
送
る
戦
略」
と
「
農
村
ら
し
い
町
を
作
ろ
う」

と
い
う
こ
と
は
か
な
り
矛
盾
し
て
く
る。
美
し
い
風

景
を
残
し
て
所
得
を
上
げ
る
と
い
う
話
な
ど
は・
:。

今
盛
ん
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
リ
ゾ
ー
ト
は
町
と
し

て
は
や
り
た
い
ん
だ
け
ど
も、
美
し
い
風
景
を
ダ
メ

に
し
て
し
ま
う。

乙
れ
を
ど
の
よ
う
に
ド
ッ
キ
ン
グ

さ
せ
て
い
く
か・・・。
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昨
日
の
話
で
も、
「
離
が
悪
い、
彼
が
パ
カ

や」
と
は
言
い
な
が
ら
も
「
自
分
が
悪
い」
と

は
誰
も
言
わ
な
い。
誰
が
結
局、
当
事
者
な
の
か
が

整
理
で
き
て
い
な
い。
役
場
か
住
民
か
の
水
か
け
論

に
な
っ
て
し
ま
う
が:・。
突
き
進
め
ば
何
と
か
世
の

中
の
潮
流
民
乗
れ
て
い
け
る
よ
と
い
う、
り
l
ダ
1

型
の
町
づ
く
り
が
多
く
な
っ
て
き
た。
も
っ
と
自
治

体
職
員
と
住
民
が
共
同
の
作
業
に
よ
っ
て、
海
図、

羅
針盤
い
わ
ゆ
る
計
画
書
を
作っ
て
い
く
よ
う
な
作

業
が
意
味
を
持
つ
時
代
が
来
た
と
思
い
ま
す。

と
と
ろ
が、
相
変
わ
ら
ず
計
画
書
は一
部
の
人
が

作っ
て
聞
刷
し
て、
読
ま
ず
に川/
ン掛
だ
け
な
ん
で

す。
ζ
ん
な
と
乙
に、
自
治
体
の
方
向
性
が
見
え
て

乙
な
い一
面
が
あ
る
よ
う
だ。
朝
起
き
が
け
に
感
じ

る
乙
と
は
よ
く
当
た
る
ん
で
す@
(
笑
い)

髄摺
都
会
の
社
会
の
ス
ピ
ー
ド
を
乙
乙
ま
で
持つ

舗舗
で
き
て
よ
い
の
か
?
乙
の
地
域
が
受
け
入
れ
て

よ
い
の
か
?
農
村
ら
し
い
も
の
に
乙
だ
わ
っ
て
い
け

ば、
第
三
次
産
業
は
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
い
ん
で
は

な
い
か
?
し
か
し、
そ
れ
を
模
索
す
る
議
論
が
今
必

要
で
は
な
い
か
と
提
案
が
あ
っ
た
ん
で
す
が:::。

た
と
え
ば、
梅
干
し一
個
を
壱
万
円
で
売っ
て
い

る
料
亭
が
あ
る。
乙
れ
が
ま
さ
に
付
加
価
値
を
付
け

た
第
三
次
産
業
だ
と
思
う
ん
で
す
よ。
だ
か
ら一
個

壱
万
円
の
み
か
ん
を
作
る
方
法
が
現
在
模
索
さ
れ
て

い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す。

髄脚
若
者
を
増
や
す
た
め
に
は、
若
者
を
呼
ぴ
寄

錨翻
せ
た
り、
都
会
に
住
ん
で
い
る
者
を
帰
し
た
ら

い
い
と
い
う
発
想
よ
り
は、
今
い
る
若
者
が
そ
れ
ぞ

れ
楽
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
れ
ば、
そ
れ
で

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か。
活

性化策
に
し
で
も
あ

ま
り
先
々
を
見
る
ん
じ
ゃ
な
く
て、
で
き
る
乙
と
か

ら
や
っ
て
い
く。

若
者
が
生
き
生
き
と
し
て
い
た
ら
「
帰っ
て
く
る

な」
と
言っ
て
も、
帰っ
て
く
る
で
し
ょ
う。

韓翻
住
ん
で
い
る
人
が
町
か
ら
早
く
出
る
よ
う
に

繍瀦
仕
向
け
た
と
乙
ろ
も
あ
り
ま
す
よ、
自
分
の
町

民
誇
り
が
持
て
な
く
て。
母
親
が
「
い
い
大
学
行っ

て一
流
の
会
社へ
行
き
な
さ
い。」
と
か
乙
ん
な
価
値

観
の
思
考
を
し
て
い
た
か
ら・:、
当
然、
親
が
そ
ん

な
教
育
し
て
い
た
か
ら
み
ん
な
出
た
ん
で
し
ょ
う。

隣山

「
若
者
が
若
者
ら
し
く
生
き
る」
と
い
う
乙

鋪鞠
と
は
ど
う
い
う
乙
と
な
の
か、
乙
れ
は
若
者
も

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
し、
若
者
を
か
か
え
て
い

る
地
域
も
考
え
て
な
く
て
は
い
け
な
い。
た
だ、
若

者
に
求
め
る
気
持
ち
は
あ
っ
て
も、
表
現
す
る
機
会

も
少
な
い
し、
表
現
す
る
能
力
も
ま
だ
ま
だ
低
い。

逆
に
役
場
も
若
者
が
欲
し
て
い
る
事
を
予
測
は
で

き
て
も、
若
者
と
す
れ
ち
が
い
に
な
っ
て
い
る。
僕

ら
が
「
芸
術
会
館
の
上
の
階
を

開放し
た
ら
ど
う
か」

と
提
案
し
て
も、
果
た
し
て
若
者
の
心
を
掴
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
か。

融臨

今
み
た
い
な
高
度
な
基
礎
教
育
は
や
る
必
要

瀦噛
が
な
く、
そ
れ
よ
り
も
本
人
の
能
力
を
最
大
限

に
生
か
し
て
や
れ
る一
元
制
の
教
育
が
あ
っ
て
い
い

と
思
う。
我
々
の
世
代
の
連
中
か
ら
比
べ
る
と、
若

者
は
ほ
と
ん
ど
埋
没
し
て
い
る。
み
ん
な
金
太
郎
飴

み
た
い
に。

だ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ツ
す
る
心
を
今
の
教
育
現
場
が

壊
し
て
い
る
ん
で
す
よ。

や
っ
ぱ
り
市
町
村
は
国
や
県
の
従
属
機
関
で
は
な

い
と
い
う
意
識
を
十
分
持
つ
べ
き
で
し
ょ
う。
そ
し

て
う
ち
の
町
の
子
供
を
育
て
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら

� 
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い
い
か
み
た
い
な
別
の
カ
リ
キュ
ラ
ム
を
作っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か。

も
っ
と
地
域
を
見
つ
め、
地
域
の
人
が
何
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か、
そ
う
い
う
切
実
な
も
の
を
計

画
に
ま
と
め
て、
国
や
県
民
乙
う
い
う
乙
と
を
や
っ

て
い
く
よ
と
い
う
事
が
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な。

酔勝

全
国
の
地
域
づ
く
り
で、
リ
ー
ダ
ー
的
に
頑

錨癌
張っ
て
い
る
人
は
お
お
よ
そ
戦
後
の
歴
史・
飢

餓
体
験
も
し
て
い
る。
し
か
も
偏
差
値
の
な
い
時
代

だ
か
ら、
乙
う
や
っ
て
う
ま
く
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
乙
と
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど。
今
の
時
代
に
生
ま

れ
て
い
た
ら、
自
分
の
働
く
場
所
も
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い。
(
笑
い)

で
す
か
ら
地
域
づ
く
り
の
場
合、
人
が
大
事
と
い

う
け
れ
ど、
今
後
感
性
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
か

と
い
う
と
疑
問
で
す
ね
?

職閣

多
価
値
化
社
会
と
い
い
ま
す
か、
い
ろ
ん
な

舗鴨
価
値
観
が
あ
り
す
ぎ
て、
難
し
い
で
し
ょ
う
ね。

そ
う
な
る
と、
リ
ー
ダ
ー
は、
プ
ロ
デュ
ー
サ
ー
と

か
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
か、
い
ろ
ん
な
意
見
を
集
約
す

る
の
に
た
け
た
人
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
ね。
俺
に

つ
い
て
乙
い
タ
イ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
は、
皆
さ
ん、

遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
ん
で
は
な
い
で
す
か。

齢野

あ
る
首
長
選
が
そ
う
だ
つ
た
で
す
ね。
前
首

舗曹長
は
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン」
で
俺
に
つ
い
て
と
い

タ
イ
プ、
新
首
長
は
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ」
で
底
辺
か

ら
の
意
見
を
聴
き
上
げ
て
い
く
タ
イ
プ。

人
づ
く
り
で
も
町
づ
く
り
に
し
て
も
上
か
ら
押
さ

え
付
け
た
ん
で
は、
「
ら
し
さ」
が
で
な
い
で
す
よ。

そ
の
人
の
人
間
ら
し
さ、
そ
の
町
の
町
ら
し
さ
が
で

r"" 



な
い
で
す。

「
劃

そ
う
い
う
意
味
で
は、
こ
れ
か
ら
上
浦
町
に

F
遭
将
来
ど
う
い
う
人
材
を
育て
て
い
く
か、
目
標

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す。
こ
の
よ

う
な
若
者
塾
も
あ
ち
と
ち
で
や
ら
れ
て
い
ま
す
が、

若
者
塾
開
設
の
目
的
の一
つ
は
「
人ゃつ
く
り」
で
あ

ヲ。。昔
と
今
で
は
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
は、
随
分
変
わ
っ

て
き
た
け
ど、
変
わ
ら
な
い
の
は
「
感
動
す
る
心」

だ
ろ
う。
感
動
す
る
心
を
持っ
て
い
る
か
ど
う
か
が

リ
ー
ダ
ー
の
第一
の
条
件
で
し
ょ
う。
す
る
と、
感

動
す
る
と
い
う
乙
と
は、
感
動
す
る
場
所、
機
会、

人
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

だ
か
ら
新
し
い
上
浦
町
の
明
日
を
背
負
う
人
を
作

ろ
う
と
思
え
ば、
そ
う
い
う
キ
l
マ
ン
に
出
会
い、

延
長
を
見
て
い
る
よ
う
だ。

町“つ
く
り
は
い
ろ
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
が
くっ

つ
き
合っ
て
い
く
の
が
お
も
し
ろ
い。

習
若
松
さ
ん
が
先
程、
問
題
提
起
し
た
「
リ
ー

を
ダ
!
の
作
り
方
を
変
え
ろ」
と
言
う
乙
と
を
も

う
少
し
突っ
込
め
ば、
「
交
流
を
ど
ん
ど
ん
し
ろ」

で
す
か。

宰
そ
う
で
す
ね。
旅
を
さ
せ
る
こ
と
で
す
ね。

{
選
旅
行
は
や
め
よ。
旅
は、
そ
こ
そ
こ
の
方
言
で

語
ら
れ
た
り、
生
き
方
が
見
え
て
く
る
よ
う
な
旅
を

さ
せ
な
い
と
い
け
な
い。
最
近
感
動
の
涙
を
余
り
流

さ
な
く
な
り
ま
し
た
ね。
も
ち
ろ
ん
生
ま
れ
て
か
ら、

死・
生
の
場
面
に
出
会
う
の
だ
が:::
少
な
く
な
っ

て
き
た。
感
動
の一課
を
流
せ
る
よ
う
な
場
面
を
作っ

て
や
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か。

自
分
の
心
の
し
が
ら
み
を
解
い
て
や
れ
る
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
て
や
る
の
も一
方
策
で
し
ょ
う。

ヨ

乙
の
町
は
非
常
に
真
面
目
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
真

渥
面
目
だ。
「
ま
じ
め」
は
高
度
成
長
期
の
遺
物

み
た
い
な
物
で
す。
あ
る
意
味
の
「
不
真
面
目」
が

必
要
と
思
う。
役
場
の
職
員
も
住
民
を
見
て
も、
何

か
キ
チ
ン
と
やっ
て
い
る
み
た
い
な
工
業
化
社
会
の

方-

昨
日
の
話
の
中
で、
若
い
人
た
ち
に
「
今、

謹
町
に
ど
う
い
う
乙
と
を
期
待
し
た
い」、
と
い

う
質
問
+守
し
た
ら、
「
言
い
た
い
こ
と
が雪守え
る
町

に
し
て
ほ
し
い」
と
い
う
話
が
で
て
き
た
ん
で
す
ね。

そ
の一
方
で
「
世
間
体
が
あっ
て
む
づ
か
し
い」
と

い
う
話
も
で
た
ん
で
す
よ。
そ
乙
で
自
分
た
ち
か
ら、

主
体
的
に
チ
ャ
レ
ン
ツ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
話
に
な
っ
た
ん
で
す。
す
る
と、
上
浦
町
は
官
険

心
と
い
う
か、
失
敗
を
恐
れ
な
い
挑
戦
性
を
持っ
た

若
者
を
ど
れ
だ
け
育
て
て
い
く
か
と
い
う
乙
と
が、

非
常
に
大
事
に
な
る
で
し
ょ
う。

大
山
町
も
そ
の
冒
険
心
を
持
つ
よ
う
に
育
て
て
い

乙
う
と
し
た
の
が、
海
外
派
遣
だ
っ
た
訳
で
す。

習
先
程
の
話
で
やっ
ぱ
り
我
々
は
「
世
間
体」

店止
と
の
戦
い
か
な
と
思っ
た。
ど
こ
へ
行っ
て
も

乙
れ
と
戦
い、
勝
利
し
た
人
が
自
ら
立
っ
て
い
る
ん

で
は
な
い
か。
一
人
立
ち
す
る
と、
仲
間
も
増
え、

連
帯
も
持
て
る
し、
困
難
を
切
り
開
く
パ
ワ
ー
が
備

わ
っ
た
と
思
え
る
人
物
に
な
る
み
た
い
で
す
ね。

乙
の
後
塾
生
を
交
え
て
の
懇
談
会
で
は、
意
義
深

い
話
が
続
出
し、
大
変
な
盛
り
上
が
り
ゃそ
み
せ
ま
し

た。な
お、
編
集
の
都
合
に
よ
り
若
干
の
割
愛
を
し
て

お
り
ま
す
事
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す。

最
後
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど、
と
出
席
の
皆
さ
ん

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た。

(
文
責・
宇
都
宮)
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本
町
商
店
街。
土
曜
夜
市。
本
日
閉
店

… … リ レ ーでき よ ヲ ト ー ヲ … ・ .

ヴァ
ド
ワイ
ザ
l

の
ス
テッ
カ
ー

を

張っ
た、
秋に三
人
目
の
子
供
が
生ま

れ
る
実行
委
員
長ヒ
デ
l

坊の
夜市の

道
具ぞ
乗せ
た
軽四
トラッ
ク
が、
商

店
街
を行
き
来し
た
ら、
暑
い
夏の
土

曜日
の
地
獄の
始
ま
り。

H
只
今四
時u
そ
れ
を
見て
通
るお

客さ
ん
が、
「
あ
あ、
今
日土
曜
夜市

ゃ
な」。
うれし
いの
は
学
生さ
ん
の、

「
今
日は
輪
投
げで
え
え
景
品
と
ろ
や」

の
声。
それとほ
ぼ
同時
に
テ
ナ
ン
ト

の金
魚す
くいのおっ
さ
ん
が、
ビニ
ー

ル
袋に
入っ
た
金
魚と
い
ろ
いろ
な
道

具
を運ん
で
く
る。

副理
事
長で
乾
物屋
のユ
キ
オ
ちゃ

ん
が、
自
分で
作るア
イス
ク
リ
ーム

の
道
具
を並べ
る。
そし
て、
同じ
副

理
事
長で
呉
服屋
のケ
イ
ス
ケ
が、
聡

一
郎・ヨシ
エ
ちゃ
ん
の二
人の
子
供

を
従
え
て、
五
年
前
自
分で
作っ
た、

パ
ッ
トパ
ッ
トゴ

ル
フの
用
意
を仕
始

め
る。

伊予三島市
加
地

昭宣

:・
リ
レー
で
ち
ょ
っ

トin--:・:
店
の
ジ
ロ
l

君
の
奥さ
ん

と、

f」
き

め
きフ
ラ
イ

デ
lu
と
い

う
テレビ
愛

媛の
番
組で

司
会を
し
た

事の
あ
る、

和
菓子屋
の

マ
lマ

姉ち

ゃ
ん
が、
夜

市の
準
備に

か
か
る。
落

ち
つきの
あ

る
時
計屋の

キヨ
シ
君と

家
具屋
のカ

オ
ル
君 、
祭

り
好き
の
洋

品
店のシ
ゲ

ル
君は、
ど

う
書
いて
い

い
の
か、
ま
あ
そ
れ
な
りの

行動。

本町カ
ラ
オ
ケぬl
の
子
供
服
店の

サ
カ
ちゃ
ん
が
歩
い
て
いる
子
供を
つ

か
ま
えて、
土
曜
夜市、
今
日が
最
終

日
と
い
う
余
裕か
ら
な
の
か、
「
お
前

ら、
ど
んど
ん
え
え
景
品
を
持っ
て
帰

れ
よ」
と
意
味
あ
り
げにニ
コニ
コ
し

な
が
ら
話せ
ば、
横で
「
輪
投げ
で、

こ
ん
なに
え
え

景品出して大
丈
夫か」

と
うれ
し
そ
うに
言う
商
店
街
会
計の

メ
ガ
ネ
屋
の三
好さ
ん・・・・・・ 。

顔に
は
出さ
な
い
が、
雨
降
ら
ない

よ
う、
他の
商
店
街よ
りた
く
さ
んの

お
客
様が
来
る
よ
うに 、
そのお
客さ

んに
各
店が
買っ
て
い
ただ
け
る
よ
う

に 、
との
願
いが一
杯で
す。

地
獄の
四
時
か
ら、
五
時
間後、
心

身
共に
疲れは
し
た
が、
最近
商
店
街

の
仲
間入
りし

た、
炉ばた
焼「潮風」

で
生ビ
ー

ルを
飲みな
が
ら、
来
年は

いろ
いろ
な
催しに 、
乙
う工
夫
し
よ

う
と、
楽
し
く、
いき
いき
話
しな
が

ら、
土曜
夜市
本日
閉
店し
ま
し
た。

次
回
は、
新
居浜ア
ドベ
ン
チャ
ー

クラ
ブ
で
活
躍さ
れ
て
い
る

大
久
保
佳
子さ
ん
で
す。

… … リ レーでち ょ っ ト ーヴ …23 

商
店
街の
真ん
中で
は、
今年二
月

結
婚
式
場
の
違
いは
あ
る
が、
同じ
日

時に
結
婚
式
を
挙げ 、
し
か
も
秋
出
産

と
い
う
閉じ
太
め
の
腹
を
し
た、
洋品
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花 と 生 き る

av，，

 
茂門 田

。

今していること

十
四
年
間
勤
め
た
山
口
県
下
関
市
の

生
花
店
か
ら
家
庭
の
事
情
も
あ
り、
岡

和
六
十
三
年
四
月
に
帰
郷
し、
今
ま
で

の
経
験
が
活
か
せ
る
花
キ
専
業
経
営
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す。

今
は、
主
と
し
て
ス
イ
ト
ピ
ー
を
五

百

平方
メ
ー
ト
ル
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

で
栽
培。
今
年
は、
三
万
本
を
出
荷。

ス
イ
ト
ピ
ー
を
遺
ん
だ
理
由
は、
愛

媛
県
の
最
南
端

で高知
県境
に
位置
し、

冬
季
温
暖
で
日
照
量
が
多
い
気
象
条
件

を
有
し
て
い
る
の
で、
冬
期
の
施
設
栽

培
に
は
最
適
で
あ
る
乙
と、
そ
し
て、

生
花
販
売
に
携
わ
っ
た
関
係
で、
花
の

消費動
向
が
あ
る
程
度
つ
か
め
て
い
て

今
後
へ
期
待
が
で
き
た
乙
と、
以
上
の

理
由
か
ら
ス
イ
ト
ピ
ー
を
選
ん
だ
の
で

あ
る。そ

の
ほ
か
に、
町
の
「
花一

杯運
動」

に
使
う
為
の
マ
リ
1
ゴ
ー
ル
ド、
サ
ル

ビ
ア、
パ
ン
ク
l、
キ
ン
セ
ン
カ
な
ど

の
苗
を
年
間
三
万
本
く
ら
い
作っ
て
い

る。花
を
植
え
な
が
ら、
少
し
で
も
地
域

が
美
し
く
な
れ
ば
と
願
い
な
が
ら
も、

F凧

花
屋
と
し
て
の
役
割
も
担っ
て
お
り、

花
の
需
要
も
伸
ば
し
て
い
き
た
い。

私
と
し
て
は、

仕事
も
目一
杯
し
な

が
ら、
余
暇
も
有
効
に
活
か
し、
家
庭、

友
人、
地
域
を
大
事
に
し
て
い
る
つ
も

り
で
あ
る。

そ
う
い
う
ふ
う
に、
生
き
甲
斐
と
し

て

仕事
と
趣
味
(
魚
釣
り)
の
両
面
を

考
え
て
い
る
が、
と
に
か
く、
の
ん
び

り
ム
l
ド
で
楽
し
ん
で
い
る
の
が
現
状

で
あ
る。今後の願い

地
域
を
美
し
く
す
る
乙
と
は、
心
の

ゆ
と
り
に
つ
な
が
る。
今
ま
で
都
会
に

い
て
時
聞
に
追
わ
れ
る
生
活
を
し
て
き

た。
時
聞
の
内
容
(
質)
は
遣
う
だ
ろ

う
が
田
舎
で
も
同
じ
で
あ
る。
自
己
中

心
的
な
人
が
多
い
と
い
わ
れ、
心
の
貧

し
さ
が
叫
ば
れ
て
い
る。

道
端
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
る
草

花
に
も
心
配
り
の
で
き
る
よ
う
な
や
さ

し
さ
が、
今、
求
め
ら
れ
て
い
る。
そ

し
て、
そ
の
や
さ
し
さ
が
人
と
人
の
つ

� 
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な
が
り
に
お
い
て
も、
同
じ
よ
う
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る1

個
人
的
に
は、
現
在、
花
作
り
だ
け

で
生
計
を
た
て
て
い
る
の
で、
ス
イ
ト

ピ
l
k
関
し
て
は
気
候
に
左
右
さ
れ
な

い
商
品
づ
く
り
を
目
指
し
た
い。
そ
し

て、
美
し
い
町へ::・。

国際化を迎えての農業

農
業
を
考
え
る
時、
輸
送
面
の
コ
ス

ト
と
時
聞
に
つ
い
て
都
会
と
比べ
れ
ば、

田
舎
は
不
利
で
は
あ
る
が、
努
力
す
れ

ば
隔
り
は
余
り
感
じ
な
い。

し
か
し、
日
本
の
技
術
か
ら
し
て
世

界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
通
用
す
る
技
術

が
あ
る
と
思
う。
国
際
化
を
迎
え
て、

賀
沢
な
園・
人
々
に
対
し
て
商
品
を
供

給
し
て
い
る
の
で
あ
ま
り
恐
く
な
い
と

い
う
実
感
が
あ
る
が、
将
来
は
状
祝
も

変
わっ
て
く
る
だ
ろ
う。



望まれる町の姿

。

今
の
日
本は
汚
い
仕
事
は
外国人
労

働
者に
頼っ
て
い
る。
若者の
中には、

フ
リ
l

ア
ル
パ
イ
タ
!
と
い
う
職
業が

流
行っ
て
い
る。
体を
動
かさ
ず、
き

れ
いな
仕
事で
お
金
を
稼ぎ
た
い:・ 。

こ
の
よ
うな
状態
が
続
いて
いる
日
本

の
将来
が
不
安で
あ
る。
今
の
好景
気

も
いつ
ま
で
も
は
続か
な
い
だ
ろ
う。

本当の
必
要
性
に
迫
られ
な
いと
ま

ち。つく
り
も
始
ま
らな
い。
し
か
し 、

そ
の
時
に
は
取
り返
し
が
つ
か
な
い
だ

ろ
う。
だ
か
ら、
自
分の
出
来るこ
と

と
し
て、
花
を
通
し
て
ま
ち
に
対し
て

貢
献し
て
い
き
た
い。

上を見
ずに
最低の生
活か
らスター

ト
す
れ
ば 、
た
と
えど
ん
な
時
代
にな

ろ
う
と
も
生
き
て
行
け
るし
食べ
て
行

け
る。
そ
の
観
点
で
は、
第
一次
産
業

を
誇
り
に
思っ
て
い
る。

今
後
の
第一
次
産
業は、
頭
を
使え

ば
充
分
やっ
て
い
け
る。
後
継
者に
悩

む
必
要は
な
い
の
で
は・: 。

そし
て
私
は、
乙
こ
で
生
活を
して

い
て
良かっ
た
と
い
う
実感
を
味わ
い

たし。

外か
ら
来
る
人々
が、
心
安
ら
ぐ
美

し
い
環
境
を
作
りた
い。
歴
史
的な
魅

力
が
な
く
て
も 、
そこ
に
住む
人々
が

町
の
魅
力
に
つな
が
る。

す
な
わ
ち、
時
聞
を
上
手に
使い、

ゆ
と
り
を
もて
る
人
間
性
を
作
る
乙
と

が
基
本で
あ
る。

今
は
内
面
的な
魅
力・
個
性
を
外
に

対し
て
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
け
る
時
代。

自
分
がど
れ
だ
け
魅
力
的
に
な
れ
る
か

が
問
わ
れ
る
時
代。

自
分
が
生ま
れ
たふ
る
さ
と
が
光
輝

く
よ
う、
一歩
一歩
進ん
で
い
き
た
い

と
思っ
て
い
る。
い
ずれ
は、
美
し
い

町
で
楽
し
く
生
活
す
るこ
と
を
夢
に
見

な
が
ら。
そし
て、
そん
な
美
し
い
町

に
町
外
か
らの
人
がど
ん
ど
ん
集まっ

て
く
れ
ば
と、
そん
な
風
に
想
いを
巡

らせ
て
い
る。

門田さん
.... 
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大潮市
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ア ドベジチャ ー飛行隠 2裁S、
。

「ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
洲ハ
ゲ
タ

カ
ク
ラ
ブ」
は、
松
山
か
ら
南
西
約
五

十
畑、
車
で一
時
間
あ
ま
り
の
大
洲
市

新
谷
町
に
あ
る。
新
谷
の
霊
峰
神
南
山

(
標
高
六
百
五
十
四
m)
を
ホ
l
ム
エ

リ
ア
に
活
動
し
て
お
り、
メ
ン
バ
ー
は

十
五
名
ほ
ど。
二
十
才
か
ら
五
十
才
ま

で
の
男
性
ば
か
り
で、
今
年
で
結
成
十

年
目
を
迎
え
ま
し
た。

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
地
点
ま
で
の
高
度
差

は
三
百
二
十
m。
乙
の
エ
リ
ア
で
は、

肱
川
河
口
の
長
浜
よ
り
北
西
の
風
が
肱

川
上
流
に
向
か
っ
て
吹
き
込
み、
神
南

山
の
斜
面
に
当
り
上
昇
風
と
な
っ
て
い

る。
日
本
で
は、
乙
の
よ
う
な
良
い
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
る
エ
リ
ア
は
数
少
な

く、
冬
と
春
に
は
毎
年
横
浜
田
大
の
学

生
達
が
合
宿
に
訪
れ
る
な
ど、
ハ
ン
グ

愛
好
者
達
の
メ
ッ
カ
と
なっ
て
い
ま
す。

標
高
三
百
二
十
m
北
西
向
き
の
テ
イ

ク
オ
フ
台
よ
り
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
か
つ
ぎ

一一
1
三
歩
走
っ
て
離
陸。
す
る
と、
上

昇
気
流
に
乗
り、
リ
ッ
チ
ソ
ア
リ
ン
グ

や
サ
l
マ
ル
ソ
ア
リ
ン
グ
を
楽
し
み
な

が
ら、
高
度
千
m
i
二
千
mへ
と
上
昇

し
て
行
き
ま
す。
視
界
は
ど
ん
ど
ん
広

が
り、
遠
く
は
佐
田
岬
半
島
か
ら
宇
和

σ 

F執

島・
松
山、
そ
し
て
瀬
戸
内
海
の
島

、々
九
州
ま
で
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す。
気
分
は
も
う
最
高
潮。
大
洲
市
街

地
の
上
空
か
ら
五
十
崎
町、
内
子
町
な

ど
の
上
空
へ
飛
ん
で
行っ
た
り、
時
に

は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
出
か
け、
野

村
町、
大
野
ケ
原
高
原
や
松
山
方
面
に

も
飛
ん
で
行
く
時
が
あ
り
ま
す。
一
回

の
飛
行
で、
一
時
間
1
五
時
間
も
楽
し

む
乙
と
が
出
来、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
は

も
っ
て
こ
い。
も
う
気
分
爽
快。

又、
ハ
ン
グ
大
会
民
向
け
て
の
練
習

を
兼
ね
て
楽
し
み
ま
す
が、
大
会へ
出

場
し
て
競
技
を
競
い
合
う
の
も、
練
習

の
成
果
や
レ
ベ
ル
が
わ
か
り、
お
も
し

ろ
い
も
の
で
す。

f初穂、
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一女パイロン競技

一

寸
あ
る
物
体
を
設
定
し
て、
そ
れ
を
上寸

十
空
よ
り
カ
メ
ラ
で
撮
影
し、
決
め
ら
れ十

一
た
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
場
へ
降
り
ま
す。

←

安一女ターゲット競技

一

安

決
め
ら
れ
た
円
の
中
心
に
向
か
っ
て
安

一
正
確
に、
し
か
も
セ
ー
フ
テ
ィ
に
ラ
ン
一

ブ
ィ
ン
グ
す
る
乙
と
を
競
い
ま
す。

寸

寸会クロスカントリー競技
寸

す
も
っ
と
も
過
酷
でハ
ー
ド
な
競
技
で十

一
す。
決
め
ら
れ
た
方
向
も
し
く
は
無
方一

合
向へ、
よ
り
遠
くへ
飛
ん
で
行
か
な
け安

一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
遠
くへ
飛
ぶ
た
め
一

寸
に
は、
そ
の
日
の
気
象
条
件
や
風
の
方寸

十
向、
そ
し
て、
技
術
と
判
断
力
が
必
要十

一
に
な
り
ま
す。

一

占同

乙
の
競
技
は
大
会
で
多
く
行
わ
れ、

安

一
飛
ん
で一
番
満
足
感
を
味
わ
う
こ
と
が一

寸
で
き、
日
本
の
ハ
ン
グ
フ
ラ
イ
ヤ
l
は寸

十
乙
れ
を
必
ず一
度
は
や
り、
日
本
選
手十

一
権
や
世
界
選
手
権へ
向
か
っ
て
練
習
を一

安
し
ま
す。

-H

f・-十|私|ギ|事ーーに



私
の
目
標は
日
本選
手
権で
優
勝
す

る乙
と
と 、
世
界
選
手
権に
出
場
する

こ
と
です
が、
ま
ず
は
上
昇
気
流(
サ

lマ
ル)
が

W

見
え
る
よ
う

に
な
るま
で

は、
飛
び
続

け
る
つも
り

で
す。ハ

ン
グ
グラ
イ
ダ
ー

は、
パ
ラ
グラ

イ
ダー
と
同
様に
ラ
イ
セ
ン
ス
と
い
う

何気込小、

も
の
があ
り
ませ
ん。
法
の
下
で
は、

ハ
ン
グ
もパ
ラ
も
空
中
のゴ
ミ
と
何
ら

変わ
りな
い
「
空
の
浮
遊
物」
扱
いに

な
る
ので、
航空
機
の
よ
うに
厳し
い

法
規
制は
あ
り
ませ
ん。
そこ
で、
日

本
航空
協
会(
JA
A)
内に
あ
る
全

国
十
一の
地
区
連
盟か
ら
組
織」
れ
て

い
る
日
本ハ
ン
グ
グラ
イ
ディ
ン
グ
連

盟
(
JH
F)
で
は、
そ
れ
ぞ
れ
フラ

イ
ヤ
ー

を
対
象に
競
技
会やセミナー 、

技
能
証
検
定
会な
ど
を
開
催し
た
り、

安全飛行の
研修
会など
を活発に行っ

て
いま
す。

ハ
ン
グ
やパ
ラ
に
は
免
許が
な
い
代

わ
りに、
乙
の
技能
証
を
発
行
し、
こ

れ
に
応じ
た
フラ
イ
トエ
リ
ア
や
テ
イ

ク
オ
フ
地点
を
利
用
し
ま
す。

ハ
ン
グ
の
技能
証は、
以
下
の四
段
階に
分か
れ
て
い
ま
す。

-
練習生
A

安
定した
直

練習生
B

待ち，し
セ
い
ま
下。

E 町出 乙
まで
は

ら
いで
習

練習生

ー
ン
を入
れ
た

(
半径二
正
m)

る。
明
パイロット証/

ムハ
O
度タ
lン
と
指

径 一一五
m) ノ
の
円の
中

ら
にフラ
イ
ト

に
関す
る

テス
トκ

合格す
る乙と。

で
差
があ
る
が、
熱
心に

んで
いけば、
二
1三

年でパ

ト
も可

能。
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1 nformation 

わ ら じ で歩 こ う

坂本龍馬脱藩 の 道

。
と

O
と
乙
ろ

O
参
加
費

O
参加
資
格

九
月八
日制
午
前九
時
1

ふ
るさ
との
宿
集
合

二 、
0
0
0
円

中
学生以
上、
小
学
生以
下は
保
護
者同
伴の
み
可

Aコ
l

ス
(
ガ
パイ
パ
ルコ
i

ス)

榎ケ
峠か
ら
泉ケ
峠まで
約
十五
キ
ロメ
ー
ト

ル
を
歩
くハ
ー

ドコ
l

ス
で
す
が、
落
伍
者は、
途
中三
ケ
所
あ
る
ギ
ブ
アッ
プ

ポ
イ
ン
ト

か
らパス
で
戻る乙
と
が
で
き
ま
す。

Bコ
l

ス
(
ゅ
う
ゅ
うコ
l

ス)

榎ケ
峠か
ら
御
幸の
橋(
県
指
定
文
化
財〉
ま
で
約
四
キロメ

ー
ト

ル
を
歩
く 。

子
供や
高
齢
者
向き
の
ゆ
う
ゆ
うコ
l

ス
で
自

然が
十
分
満
喫
で
き
ま
す。

参
加
者に
は、
通
行
手
形、
竹の
水
簡 、
弁
当 、
わ
ら
じ
を
支
給し

ま
す。

きス

河
辺
村は、
県
都
松
山
市
か
ら六
十

八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
人
口二
千
人

足
ら
ずの
村
で
す。

国
民
的
英
雄、
坂
本龍
馬の
脱
落の

道
解明
は、
河辺
村の
村づ
く
りに
最

高の
賜
り
物と
な
り
まし
た。

乙
の
坂
本龍
馬
脱
藩の
道を
利
用し

た
イ
ベ
ン
ト
H

わ
らじ
で
歩乙
う
坂
本

龍
馬
脱
藩の
道H
を
紹
介し
ま
す。
是

非お
越し
下
さ
い
ませ。

28 

坂
本龍
馬
が
脱
落し
た
当
時
の
ま
ま

の
自
然は、
仕
事の
疲れ
を
い
やし 、

ス
ト
レ
ス
を
解
消し
て
く
れ
る
最
高の

森
林
浴 。
途
中に
は、
坂
本龍
馬の
偉

業を
偲ん
で
建立したH
夜明の道H
.

県
指
定
文
化
財
御幸の
橋・
三
杯
谷の

滝・
龍
馬
宿
泊の
地など
見
所
が沢
山

あ
り
ま
す。
ま
た途
中の
休憩所では、

河辺
村
な
ら
で
はの
「アメ
ノ
ウ
オ
塩

焼」
実
演
販
売など
で
イベ
ン
ト
を
盛

り
あ
げ
ま
す。

本年は、
イベントの
前日、
土
居
晴

夫
先
生(
龍
馬のお
いの
孫で八
代
学

院
大
学
講
師) 、
村上
恒
夫
先
生(「
坂

本龍
馬脱
藩の
道を
探る」
の
著
者)

を
囲ん
で、
全
国の
龍
馬ファ
ン
が
集

う
前
夜祭

H
龍
馬
を語る
夕べH
も
開

催し
ま
す。

昨年
は、
途
中にト
イレ
が
な
く
苦

労さ
れ
た
女
性の方もあ
わ重した
が、

今年
は
ト
イ
レ
も
整
備し
まし
た
の
で

安心し
て
参
加し
て
下さ
い。

〈お問い合わせV

河辺
村
役
場
地域
握
輿
課

(
O八
九
三)三
九l一一一
一
一



10酬W�-??1

拡 げま し ょ う

ヒ ューマ ン

ネ ッ ト ワーク

残
暑お
見
舞い
申し
上げ
ま
す。

ちょ
っ
ぴ
り、
秋の
気配
を感じ
る

よ
う
に
な
り
ま
した
が、
皆
様お
変
わ

り
あ
り
ませ
ん
か?

ホ
ス
ト
も
雷 、が
鳴る
と
ダ
ウン
す
る

事
が
多
く、
最近
不
安
定な
状
態
が
続

き、
ご
不
便をお
かけし
てい
ま
す。

さ
て
今
回は、
T
OW
N
タウ
ン
の

ボ
l
ド

の
中か
ら
暑さ
に
も
負け
ず
元

気
の
あ
るい
く
つか
のコ
ーナー

を
紹

介い
た
し
ま
す。

0

0

0

0

 

・
喫
茶
十
二
号
店
新
装
オ
ー

プ
ン
グ口

メ
イ
ン
ス
ト
リー
ト二

十
一番地
に

あ
り
ま
す
「
喫
茶TOWN」
が、
七

-E盟置図・

Human Communication & Nelw唱点
ぷ_ // 三三主主 出向+山守川内?

�除 雪= 言= E �� 
… … 一 一 一 一

d匁放ち必グ 、 宅三三三 宅=霊 宅三正 宅三=
、�A叙珍勿グ 」� Ehime 

n切手〆 Computer 
I #' Communication 

月三
十
日
十二
号店
として
新
装オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た。
旧
喫
茶十一
号
店は

メ
ツ
セ
l
ツ
数
が二 、
0
0
0
件に
近

く
なっ
た
た
め、
読み
書
き
を
す
るの

に
反
応
が遅
く
なっ
て来まし
たので 、

新
し
く
十二
号
店と
して
改
装し
直し

た
訳で
す
が、
初心
者の
方で
も
気
軽

に
書
き
込
み
が
出
来
る
肩の
凝
ら
ない

コ
ー

ナ
ー

と
し
て 、
楽
し
ん
で
貰っ
て

ま
す。新

し
く
なっ
た
店で
ど
ん
な
話題
が

展
開さ
れ
る
か、
お
楽
し
み! 。

な
お、
旧
十一
号
店
のメ
ッ
セー
ジ

は
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

とし
て
保
存さ
れ
ま

す。

。

。

タ
イ
ム
リ
ー

な
コ
メ
ン
ト

が
魅
力
の

。

。

えひめコンビューターコミュニケーションクラブ
一一 ! 11 

「
ル
ン
ル
ン
女
性
専
科」

二
十
四
番
地に
あ
り
ま
す
「
ル
ン
ル

ン
女性
専科」
は、
女性マ
ネー
ジャ
ー

が運
営す
るフ
リl
トl
ク・コ
ーナー

で
す
が、
こ
こ
の
魅
力は
書
き
込
みの

一
件一
件の
タ
イム
リ
ー

なコ
メ
ン
ト

が
返っ
て
来
る
事で
す。

好
奇心
も
旺
盛なマ、
子l
ジャ
ー
さ

ん
の
機
知
に
飛
ん
だコ
メ
ン
ト
に
話題

も
俄
然
盛
り

上
が
り
を
見せ
て
ま
す。

0

0

0

0

 

・
す
る
ど
い
切
り
口
「
湯
上
が
り
放
談」

二
十七
番地
の
「
湯上
が
り
放
談」

は、
道後
温
泉で
ひ
と
風
巨
あ
び
た
後

の
車
座
の
雰
囲
気で
話題
が
語
ら
れ
て

ま
す
が、
マ
ネ
ー

ッャ
ー
さ
ん
の
博
学

が
随
所に
光
り
社
会
問題
を
語
る
切
り

口も
鋭く、
ずしっ
と
重たいメッ
セー

ジ
が
載せ
られ
て
ま
す。
じっ
く
り

語

り
あい
たい
方
に
は
最
適のコ
ー

ナ
ー

か
も。今

回
紹
介
す
るコ
ー

ナ
ー

の
中で
は

唯一
会
員さ
ん
だ
けのコ
ーナーで

す。

0

0

0 

・
子
供
の
企
画
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
が
実

。

現
「
T
O
W
N
学
園」

パ
ソコ
ン
通
信
で
学
校聞の
交
流を

実
現さ
せ
たい
とい
うマ
ネーッャ
ー

さ
んの
願い
が一
つ
実
を
結び 、
山の

子
供
達と
海
の
子
供達
の、
子
供の
企

画によるキャ
ンプ
交流の話
題がホッ

ト
に
展開さ
れ
てい
ま
す。

その
他、
生
涯
教
育
のテlマ
と
し

て
生きた
英語
教
室を開
乙うとマ
ネー

ツャ
ーさ

ん
の
奮
戦
ぶ
り
を
面
白く
物

語
に
し
た
「クマ
さ
ん、
英語
講
師を

求め
て三
千里」
もい
よい
よ
佳
境に

入っ
て
来ま
し
た。

0

0

0

0

 

以
上四
つ
のコ
l

ナ
を
紹
介さ
せて

い
た
だ
き
ま
し
た
が、
通
信の楽
し
み

は
読む
だ
けで
は
そ
の
醍
醐
味は
実感

出
来ませ
ん。

貴方の
元
気メ
ッ
セ
ー

ジお
待ち
し

て
ま
す。

(
岡
本
三
貸)
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唄の文句では な いが、 夏が来れば想い出す場所が、
「尾瀬沼」 であ る 。 昭和47年頃 、 横浜にいて、 山歩 き

の好 き な友人達 と 毎年行っ ていた 。 当時シーズンには 、
銀座か ら パス が出ていた と 思 う 。 尾瀬は 、 自然の香 り
がいっ ぱいで、 水芭蕉 と 日 光キ ス ゲ、の花が美しかっ た。
尾瀬ケ原には 、 夫二たを半分に した歩道があ り 、 ハ イ カ ー
遥が通 り 過 ぎ る 時には必ず 『こんにちは』 と 樹�があ っ ν
た 。 遠 く に な っ た尾瀬 、 又行 っ て見た い。 主

城川町 西岡 健治 2 
1 

旧跡がいた る所に存在 し 、 古風な町並みには 、 歴史
を感 じ る 多 く の伝統工芸品があ り 、 中 で も 太鼓のふ
る 里 、 浅野太鼓の制作現場 を見学 し 、 太鼓の魂を感
じ ま し た 。

歴史の町、 金沢の郷土芸能 と景観をいつま で も守っ
ていただ き た い も の です。

よ浦町 赤宗 吐夢 30 



新居浜市
白石
高一巴

がみ支主主、



昼前

側まちづ く り 総合セ ン タ ー で は、 研修会 ・ まちづ く り の資料として と活用

いただ く ため 、 次のとお り 、 ビデ オ を備 え付 け て います。 ご利用 を希望 さ

れる方 は 、 無料で貸出し致しますの で 、 お気軽にお 申 し込み下 さ い。

その他 、 市町村紹介 ビデオ も あ り ます。

No. タ イ 卜 lレ 常日 作 時 間
① 応援 し ま す ふ る さ と づ く り 地 域 総 合 整 備 財 団 1 8分
② 地域お 乙 しのための イ ベ ン ト づ く り 上巻 ・ 下巻 第 一 法 規 各 45分
③ 教育 と 父流の村 (岩手県田野畑村) 地域活性化セ ン タ ー 30分
@ 氷点下か ら のチ ャ レ ン ジ ( 山形県朝 日 村) 11 30分
⑤ ま ちづ く り 情報化 11 30分
@ 特産品開発への ア プ ロ ー チ ノr 30分
① 我がま ち 我が塾 人お 乙 し ノノ 30分
@ 自 ら考え 自 ら 行 う 地域づ く り ( 鳥取県境港市他 4 市町村) 日 本 公 報 協 会 30分
⑨ サ ヨ ナ ラ 後楽園ス ノ ー フ ェ ス テ ィ パル (新潟県安塚町) 同 左 60分
⑮ 我が愛す る 緑の町 3 巻 (大分県大山町) 11 各 45分
@ 利賀 そ ば祭 り 2 巻 (富山県利賀村) 11 10 ・ 30分
⑫ 丹後網野にギ ャ グが降 る ( 尽都府網野町) H 150分
@ ア ジ ア l乙伸ばせ農援隊ネ ッ ト ワ ー ク (鹿児島) ア レ ピ 録 画 1 5分
⑭ 一村一品運動の10年 11 45分
⑮ ト イ レ を考 え る 西岡 秀雄 11 1 5分
⑮ 私の青春 ノ ー ト 溝 口 薫平 (大分県) H 30分
@ 朝 ま で ト ー ク みんなで語 ろ う ふ る さ と お 乙 し H 5 時間半
⑮ 愛媛のふ る さ と づ く り ~よ みがえれわが町わが村 11 45分
⑮ リ ゾー ト 開発にのみ込 ま れた 島 ( 岡 山県鴻島) 11 30分
@ 津和野街道歩 乙 う 会 (広域市町村参加) 11 30分

32 

夕立
が、
す
き
通っ
た
空
気を
運ん

で、
空
の
青
と
入
道
雲の
自を、
くっ

きりと
浮
か
び
上
が
らせ
ま
す。

ま
だ
ま
だ
暑い
日が
続き
ま
す
が、

夏パ
テ
し
た
りーし
て
い
ま
せ
ん
か
?

乙
れ
か
らの
残
暑 、
気
合
いを
入
れ

ての
り
き
り
ましょ
う。

内容
に
つ
い
て
の
と
意
見
や
活動
内

容に
つ
い
て
の
記
事
な
ど 、
お
気
軽に

お
寄せ
く
世
さ
い。

「
舞・
た
うん」
編
集
係

二
人町
M
s ・

(
毛
利・
安田)
ま
で

〒七仇
O

万一
のニ

発
行・
平
成三
年
八
月十五
日

附
愛
媛
県ま
ちψつ
く
り

総
合セ
ン
タ
ー

えひ
め
地
域"つく
り研
究
会
議
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